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大丸家具装飾設計部

二 階 西 南 隅

※ 室内装飾と家具・敷物の

調和するような設計錨工

※ 新築の住宅庖舗に調和す

るような家具装飾の設計

※ 古し、家・具カーテン・敷物

等の修理並に更生承り

御一報衣第係員参上致します
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時 の 言 葉 こ れ か ら の 不 燃 共 同 住 宅 へ の 提 言

住宅問題の解決を念ヤ折柄、建設省案による耐震耐火構造の共同住宅が賓現しつ〉ある

ことは慌ばしいことである。殊に将来の都市住宅に封して、力強く亦安心戚を奥へるもの

として明るわ期待がもてる。

この住宅によって、多量のものが不燃化きれるから都市住宅の消耗率は極めて軽減する

が、更に割安の公替であることから往年の粗悪な貸家建築を追放することも想像出来る。

併し、こ、で差是され? こ問題は長年の住ひとして落着けるかどうかである。差嘗り家の無

い大衆が申込みに殺到し? こからといって、これが大衆の望んでいる住ひであるとは断ぜら

れない。

然らばどこに不安があるか。

例へば気楽な夫婦暮しならば三階でも四階でも差支へはないが、子供が歩〈ようになる

と階下が欲しい。或は親子3人の家族カ;5人になればもっと問裁の多い家が必要になる。

こんな場合、希望に臆じて階を費九 小規模型から大型に移れなかっ? こらどうなるか。

結局はこの共同住宅から出な付ればなるまい。折角慣れに文化的な不燃家屋の生活から再

び粗悪な木造住宅の生活に移ることは不合理な話しである。

設備の面をみても、廟が欲しいとか、一寸し? こバノレコ ζ があればの如< - 住ってみれば

夫々の慾望がある筈だ。決してぜいに〈は取り上げないが、狭くとも満足して住へるよう

にしてやり? こいものである。

共同住宅の性格を基礎にして、これ等の希望を容れてやれる? こめには、型の大、中、小

から必要な設備を充分にして置かねばなるまい。

ぞうすることが共同住宅を好ましい住宅化にする方法であれ接展させることである。

折角義足し? こ都市住宅の根本的解決への努力を無駄にしてはならぬ。
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ｾｴ＠ 税 務

大 阪

設 計 概 要

場 所 大 阪 市 北 区 中 之 島 四 丁 目

設置十窓督 橡式合量土 竹中ヱ毒事庖設計部

主任官官 走 号 本 博 行

施 工 徐 式 合 証 士 安 藤 組 大 阪 支 庖

工 期 昭 和 弘 年3月 中 旬 着 工

昭和24年8月 1 日 竣 工

事責地面積 1503. 71 坪

建 築 面 積 第 一 階 323. 5 坪

第 二 階 195. 0坪

延 面 積 518. 5 坪

符事 塗 基 礎 無 筋 コ y ク F ー ト

床 草良太 7 ロ 【 9 Y グ 床

一部コ y ク 9 戸ト土問

署

一 一 一 一 一 一

E主 体 木 詮 紬 組

小馬木建トラス一部利点} 、屋

外 郊 仕 上 ラス、モルタノレ下地、色毛ルタル吹付、一膏E

目地切 F

玄関廻 9 、人主主洗回目地切 9

屋 根 ナ = ヮ 瓦 一 等 品 4すδ分及4寸 勾 記

関口部木浩建具硝子入人. . . - . ! : ; キ仕上

内部主要仕」ニ床、 7 ロ - 9 ; / グ、ステイ y 仕 上

土問はタイノレ及 9 グノイド仕上

腰 ペ ー ャ 、 ス テ イ y 仕 上

墜 プ ラ ス ! l -

天井漆喰及高原テックス水性- . ! ; / キ仕上

設 備 工 事 便 所 は 水 洗 式 放 流

電燈、電熱、絵配水工事。

一一一一一一一一一一一一皐司 冨田園田畠
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1. Jj( - チ 2. ホ ー
J I-

3. 客 溜 4. 事 基 者 丹塗

5. 署 長 室 6. 旗 接 室

7. 便 所 8. 中 庭

9. 渡 9 廊 下 10. ホ ー
J I-

11. 女 子 更 衣 室 12. 宿 直 室

13. 交 換 室 14. 印 刷 室

22 

15. 11、 使 p 室 11";' ! 1 イプ室

17. 浴 室
18. 厨 房

1引. 食堂. 合議室 2( ) . 恵 庫

21. 官官 庭 2. 後 庭

ー 階 卒 面 画

設 計 雑 感

1. 卒 面 計 富

里設地は充分にある。との中に怒 500坪 の 事 務 所 を 設 計 す

れば良いのである。前面溢絡を軸にして方位も申分がな

い。手足をのばして懲 k l: 旨十著書出来る。只との照合に来

る主流動線が東側か b 流れる事を念頭におかなければな

らない。後庭は署員の運動場に常てられる。本館を全部

針 納 殺 者 の 事 務 室 に 、附廊屋を内部的事務室主t .v j直に大

別して、とれを渡廊下でつなぎ、ポ F チを関んで必然的

に中庭を構成した。屋根の約 ｰ が簡翠になる附ｾ震を西

側にとらずに、運動場を前にして、西を IE面 す る 東 側 へ

配置した惑には畿を感ずるが 、政地の西北隅に、何かに

利用出来る錨筋コ y ク ! J - トの卒君主建が残っている察、

叉主流動線が東側から流れる録、玄関を東寄に設ける事

が望主しい事、主主の他の理由でとの維をあえて受けた。

中ｾは砂利を毅いて、中央に径 Ｙ 尺の盃型の鉢を設け

4  
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との鉢には草花を植え、そして中庭の東北隅に一群の竹

をお〈計需である。との中庭はポーチから格子を離て》

望まれる。事務室は署員一人に就き一郎の際さである。

やはり狭い。 2. 5 坪ーは欲 しい。竣工後執務主主況を見にゆ

〈と、ま ζ とにラツジユアワ戸の感じである。建築裂の

器令上中々苦最新のある前積を採れないのが普温である。

FORU; ¥I などで見るアメ F 方のデスクロケ F シ ョ y を見

るとまととに羨しく、溢駐Z区の事:f在所を訪れたときも ζ

の感が深い。四つの烏に這 v ' 返されて、ひしめき合ふ密

度を、 2事務所にまで計寓する必要はない。

事務員一人に就き 2. 5坪は欲しいのに 1坪 で 我 慢 し 、 而

もi次容人員の幾倍かあるI i ¥入人員をカ日へれば雑沓を勉め

るのも賞然ーーだが大抵の場合一人ーー 1 坪位でよろしいと

いはれるのが現下のソロパ y である。主主! l l 箪かアメ P カ

経径の事務所以外で、快的な事務所はまづ見食らない。

ｾ呂田 ｾｃＭ Ｚｩ［ 弘 昌弘 ， ［ＢＧＺ脳出 ｍ 白色晶幽与］剖］］出品同諸届出 銚当医樋圃圃臨画圃
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二 階 卒 面 画

』Ｎ｣ｯＭ ， ］，，＾，同市 部 ｾｾｾＮＮＮＮＮ…円岨姐駒幽ＢＢ出岨幽“晶画曲泊論晶 ｩｉｕＧｩｬＺ，丙晶ｾ山ＢＢＢ 副島“ｾ凪益Ｆ除誕 副岬 ・ 一山田町四四Ｎｷ ｻ Ｇ ｉ ｾ 崎町同町句 ｢ ・守号、 ｭ ・｟，ＮＮＮＮ Ｂ ..... ・［，［ ｾ｟ｮＧＮＮ ｌ 日 ｲ ｩｬＡｬｬｬｬＡｬｬｬｩｬ置置

優秀なプヲ Y e デザイ y に よ る 明 快 な 建物 に も 、 今 は 雑

沓 を 極 あ ている。良い恭に 、ほ ん の 少 し、料理をおいた

眺 め は 美 し い 。 と れ は 日 本 料 理 の 粋 で あ る 。 美 味 で あ っ

て も や た ら に9%r. らないととろにゆかしさがある。 味も 出

る。 然 分 も 良 い 。 建 築 の プラ y も斯〈ありた い。日本人

は と の様 な 美 しさを 知 っている。 然 し 事 務 所 建 築 で は 滅

多 に 見 ら れ な い 消 息 で あ る 。 要 は 日 本 経 済 が 斯 〈 あ ら し

め る 。 そ ろ し て最 卒 中日本人の 民度さ へ ζ の線 に 低迷 し

ている。低迷している 民度は美 を 求める事をしようとは

しない。自分の番驚は飾 って も事務所なら檎はない。自

分の番費ずら必要と しな い事務員は倫更無関心である。

用 が 足 せ ば そ れ で 良 い と 思 ふ世 界 iて美 はない。か〈して

事務所は因乱と索漠の雰図書まが生れるのである。

2. 立面計百雷

西 側 よ! l 9 尺ピッチにラーメ y を構成して防火墜にあた

る。防火獲を 法 規 の限度で納める事は味然ない。防火星章

が 醜態 を 演ずる。と h で の多少の安海は紳士がネクタイ

を飾 る 様 な も の で あ る。防火壁を利用してと匙に玄繍郊

のダザイ y を試みた d

深 い 枝裂は、室内部空間 が大なる ｾ充分な慾 桂をとっ

た震 で あ る。東西 純は局郊に耐 震 壁 5と設 け て 後 は 全 面 的

K 関 口 し た 。 室面積に劉 ずる 関 口 商 績は15% である。

附 鹿E萱と本館との連絡は 、ポ ーチ、 4度廊でつなぎ、中

庭 を 構 成 し て 、防火星まと共 に玄 関 郊 の アタセントを強調

したので ある。仕上 材 料 も 、 一般 は 〈すんだ荻茶の色毛

ノレタルスプレ F で あ る が 、 玄関音sのみ カナ P ヤの待石を

使った 策 色 人 法 石 洗出しの白 地切と して、色彩的にもア

クセントをつけた。

との建 築 は い は ば 行 政 建 築である。音なら 威践を主と

して民を怒れしめなければならなかった 。 思 想 は 使っ て

田市謂ｾＺＺＺ 品ＢＢ｟Ｇ 日日 ￃＭ ＢＮ ［ ＺＭ Ｍ Ｎ 司時 何 回 咋占，ｾｾ岨山 ρ 岨 Ｒ 且品出副品回ム ニ ω 込旦“ 血且 邑 且 斗 出品 ぬよ晶幽三出血出品世］ぷ 且ｾ芯ｾＮＡｭ盟 理 ｾｾ ｕ 由 民....=::: u .... 叩 噛 轟 畠 圃
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正 面 玄 閥

立 商 圏

一 一 一 一 一 一

る。今はその様な建築ゃ思想は何E誌にもあってはならな

い の で あ る 。 行 政 建 築 は 、 人 民 が ピ ヂ ネ z ナる民主であ

る。

卒易に、明快に、簡快に、そうして 奨 し〈あらねばな

らない。斯〈試みたのである。建築 材 料 は 容 易 に入手出

来、その用に3討して合室量的でなければならぬ。今建築界

にある材料は樋b て貧弱且つ原始的である。原始的と言

へば木建建築そのものも極めて原始的である。大古から

木を伐つτ 組立てる方法に何歩の進歩があらうか。

瓦、木、左官、千年にして一歩の進歩もない。我 h は

もはやとれらの素材に食傷をきたし、いかなるデザイ y

にも. . . . : . - ネ 9 ズムを感ぜざるを得ない。 近 代工業 は 近代

建築を創建した。とれは夏に設反 す る。 近代 建 築 は 近 代

工業によって著し〈獲貌ずるであらう。例へば木材を原

料 と し た 近 代 生 産 に よ る ポ ー 人 又 は 鑓 物 的 構 築 材 料 、

之等は品位. ガラス、コ y ク 9 ートに匹敵する。プラステ

イ !l A の出現は吾々に明日の建築にイメーヂをいだかし

める。然し現下の日本に於てはヂザイナーの紫材は極め

て貧弱でしかない。その貧弱な材料でいかに逆立ちしよ

うとも、ダザイ y は累系的でしかあ P 得ないだらう。 ζ

弘に作者の不満がある。

3. 其 の 他

豚を宮殿に入れると、宮殿は豚小屋に な る。 E奈は決 L て

貴族にはならない。貴族一高い敬愛と意識を持った人と

線し、階級的意味を合まない事にするーが豚か屋に入る

と、豚小犀を宮般 にする事は出来る。如何に優れた建築

でも、それを使用する人の意識如何で、其の建築の京s}有

償値は上下する。

由来日本人は床の間が好きである。床の聞のない家を

設計すると 、アツト鷲〈人さへある。 ζ う云ふ人乙そ床

ＭＮｔＧｾ＠ 可 ｾｲｮ 二・ー ー ι 山、，Ｎ，Ｎ｟ＮＮＮＮＮＮＮ，｟温ｾＧＱ ...... ＱＱＮＧ Ｎｺ 一一切ＭＭ 吋 一司ｾ同府軍国明暗Ｂ明日聴可 ｩ 市且ＢＧＢ副品 ｲｦ ヲ ー一一ｾＭＭ Ｍ Ｍ一』・ＭＭｾＭｾ
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の間にタ y スや茶棚を震〈人である。結得床の間を利用

している人でさへ、その純平置物 に怠普段がない。下品な

絵、と P 得のない援物、それでは商積も空間も情操も無駄

である。床の聞がな〈主も部屋は結構飾れ る。豚小屋を

宮殿にする人とそ貴放である。吾々は佳む事、生活する

帯、人生を主主垂る事に貴族であら ねばならぬ。脅空の美

しさをｾしいとする人に人生のＢ，ｶＺはあり得ない。生き

ると云ふ事は、. c ，. . 望量t亡、いのち生きると云ふ事である。

住むと云ふ事にも心登に{ 主む事に依って、人生を美し

〈ずる事が1 i I * る。ダザイナ F は白い壁面を黙って構成

ナる。その壁面に額僚をつけるな P 、軌をさげるなり、

花 錯 を お 〈 な P 、サラザ織物を飾るな P ずる事は住む人

。

- 圃 凶ι 晶画面白・面白S圃園通‘ ゐd臨

1 階 事 務 室

2  :3 

. .  ‘  . . . .  ・・a‘ 電- 注品幽‘ ' " 凶轟h晶. . .  ・. . . . .  

ｾ＠ I(  

田昌凶

耳目j 用ナる人である。然も掃除、手入をナれば上h である

主主駐軍の事務所にゆ〈と二六時中掃除失が床をふいてい

る。清潔、整額は徹底して建物の管理に周到である。乙

の様な利用者に依る建物なら三十年の苦手命が五十年に延

びる。建物が出来てしまへば、あとは構はず、三十年の

誇命がニ十年しかなかったと苦情を曾つては、利用者に

も資がある。建物はいはほ、永い消耗品とも考へるべき

である。たへず修理、修繕、清潔， ｧ 重償、其ｾ他綿密に

心を毘る司王を忘れては、明tを掃除せずに早〈いためるの

と一般である。

美しいダザイ y 、良い施工、受かな利用、そしてと 0

愛 情 ζ そ苔k の最も望ましい事である。
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日興物産株式曾拡大阪支庖

ー 階 卒 面 画

8  

場 所 大 阪 市 東 直 備 後 町 一 丁 目

仕 様 概 様 建 坪 2 3 坪 1 0  

延 坪 3 1 坪 1 0  

構 造 木 澄 二 階 建 一 部 z f ' 家 建

仕 上 外 装 メ タ ル ラ ス 下 地 モ ル タ

ル 塗 リ シ ン 仕 上 グ 正 面

一階部分入謹名研出仕上グ

屋 根 豆 銀 瓦 棒 茸

竣 工 昭 和24年 7 月20日

設 計 者 111下霧揮官設計事務所大阪出張所

施 工 者 安弁建設株式合紅

二 階 平 面 薗



容。，

1  事:

2  
イ百

3  炊

4  廊

5  物

務

芸{  

直 室

三宮. 場

寸t

置

王子凡な市街地に建つf こ事

務所建築としてティピカル

なもの、一つです。

鞍後パラック建築の濫立

から漸〈本建築に移らうと

してゐる時に多少共背の様

なものを遣ってみfごいと思

つfこのですが、こんな簡単

なものでも施工といふ点で

は仲キ恩ふ様に行かない現

炊です。

勿論、木造建築といふ前

提か Iら来る難点も認めねば

ならないのですが… … この

様な型についてもいろいろ

問題もあるでしょうが、結

論は賓物が示してくれるも

のと思ひます。〈予を谷〉

9  



名 稿 パ ー シヤ ーク タト

場 所大阪市北T t f [ 合校崎上4丁目 21番地
内

設 計 施 工 株 式 合 社 日 東 建 挟 祉

ホ ー ; t . 面積 6 坪
廊

通 路 面 積 3 坪

10  

B A R  

S H A R K  

大限新聞社の裏手ー曾根崎商庖遁り、

お稲荷さんの鳥居のお隣りに、受はハイ

ボー; t . を岬る縫の絵 、夜は「シヤーク」の

赤いネオン文字がこの庖です。

S HA R K  ( 蟻〉といふ底ですから、エ

レベーシヨンも遺化? こもので、内部も清

行のロングスカ ート 式を様式的に考八な

いで思ひ切り破目をは令して見ましに。

部 杉 渡 板 張 リ

官s 床
禍フローリング

腰 車裁 Zf. 石

Eぞ 松桜木蝋拭キ込ミ

天 井 漆 喰 粗 菌 仕 上 ゲ

寸マ 床 古 煉 瓦 敷 キ

雲空 リ シ ン 仕 上 ゲ



圃
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集 A ‘  回 イ主

F 晶 『

宅

集合住宅の軍主主主の慶史については、何も勉照し

てないから、別段知識を持っていないことを、前

もってお断り して置いて、今から 18年前ぺJ レリン

で見聞し七思い出ぱなしをさせて頂き? こい。

ペノレリンの街は一口に言えば煉瓦遺りのロココ

式 4 階建の住宅が、近代式の都市計霊の 下に整然

と一一貴にぜこの首都にも見られない位整然と建

設されてい? こ。

それでも『古いペルリン J は一地直に捜ってい

て. 却ってベルリンの名所にさえなっていた。 2

階もしくわ 3 階建ての小さな、古色蒼然? こる家で

嘗l時映番俳l菱のチャプ リンがこれに異常な興味を

寄せ? こことが新聞に出ていたが、きもあろうと思

われ? こ。

これらの集合住宅は殆ざ全部エレベ{ グーが設

備されてはいるが、これは初めから設備されたも

のでない後から取付けにもの、ように感じ? こ。

というのは入口や階段なぜが非常に贋いからであ

る。ま? こ訴にはエレベ戸グーの設備されていない

家もあったから。

一棟の住宅は大抵10住 居 位 か ら 成 り 立 っ て い

て、一つの住居 (8i ecl l uug) は犬小 7 部屋位の可な

り買いものが多いようであっ Tこ。部室の天井は高

いが、その割りに採‘ 光はよ〈ない。

ぞれが近来郊外に新しく建築されているものは

セセション式のもので、天井は幾分イまいが窓を思

いきり大きくとる? こめ部屋は明る〈 感じが良い。

一住居の部屋数も 4 部屋位の小じんまりし? こもの

であっ? こ。

集合住宅で問題となるものは管理人というより

は玄関呑で、奮来の住宅にはきまって年をとっ? こ

男か女が玄関に附いていに。然し新し〈建つにも

のには附いていな い。 その入口は小さ〈いつも戸

が閉っていて鍵がか〉って L 情。それで居住. 者は

12 

と その 生 活

入 嶋 茂

各自鍵を持っていて出入りする。そして外来の訪

問者は戸口に掲げてある居住者の名札の下にある

ボタンを押す。ペルの鳴っ? こ家では返事の代りに

向うでボタンを押すと、入口の戸にスイツチが入

ってジーという音がする。そこで戸を押すと今度

は鍵が外れて開〈のでゐる。

この桜式で依点とするところは、外で鳴らし? こ

ペルの主が誰であるか充分確認ができないことで

ある。その fこめしばしば物資りや物貰ひ、時には

盗人を内に入れてしまうことがある。しかし内に

入れても各の住居には更にドアがあり、いつも鍵

がか〉っているし、ペルを鳴らしでものぞき孔か

ら一感首賓験をすることができるから、日本のよ

うにそう易キと押寅りに入られるようなことはな

い。 けれさ' 盗人が入ってこ、 は留守? ゴと いうこと

が! 分かれば侵入される倶は多分にある。

それで私の滞在中これを防止するにめに弐のよ

うな方法が案出されに。戸口にベルの代りに電話

が備えであって、訪問看は戸口で目的の 入に電‘ 話

をかけて訪問をしらせる。その上で入口の戸を明

けてもらって入るのである。放に時には戸口だけ

で用を済まして蹄る人もあっ? こ。

このようなことにも結えすe新しい工夫がこらさ

れてい? こから、ぞの官時でさえ周囲の紋況を巧み

にとり入れて伺利な、伎み心地の良い、然も家賃

の安い家が、吹から次と建って行〈ので、種衆の

不伺な、芸家賃の商い家は大芳、悼を来 f こしてい? こ。

エレベ戸ター は凡て自分で運轄するのも珍らし

く患っ? こが、流石はドイツと感心しにことは電憾

のスイツチに 30秒スイツチ 、或は 1分スイッチが

廊下に取付けてあって 、しかもこれだ働行されて

いたことである。夜、外から蹄って来て入口の電

般のボタンを押して電般をつり廊下を進んで行〈

と、遁嘗な間隔に又女のボタンがあるから、ぞれ



から洗濯物は羅針に外に出しではならない。但し

これはアパートの規定でもあるが、市の風致上の

取締方針によるものであっTこ。

アパート生活で最も注意すべきことはこの騒音

である。エレベーターの昔、 71 < を落とす昔なさ' は

可なりひでJ くもので、殊に夜間はー唐それがひざ'

い。放に居住者もいろいろ気を付げなげればいけ

ないが、建築家も騒音防止については研究と工夫

をこらさなければならない。

ペルリンも今度の毅舎で 5 んなになっ? こか。破

援されf こ建物の破片はこれを片付ける? ごげでも 20

年か〉ると言われているが、ドイツ人のことであ

るからやがて立ち直る光ろう。そしてこの住宅問

題もさ' のように解決してゆ〈か、ま Tこざのような

都市を建設するか大いに期して待つべきものがあ

ろう。

をまた押して先に先にと進んで行〈主、うしろの

電燈は時限スイッチがひとりで働いて、順今に消

えてゆ〈のである。嘗時アメリカではプル・スイ

ッチばかりで、この種のものは見かけなかっ七。

次にアバート生需のことであるが、この生活こ

そ公徳心を重んじ、他人の迷惑になることは経費

にしてはならない。向うの子供は/J 、さい時から、

こういう生活環境の中に育てられているのてが、

野放しの日本人がアパートに入って念に向うの蓮

中のようにやれるか些か疑問であろう。足音? 放

歌? 勿徐向うにも種キのことがとり 極め られてい

て、もしこれを破る場合は放逐されでも仕方がな

いことになっている。

例八ば夜 10 時過ぎにらエレベーグーや風巴を

使つてはならないとか、紙艶の挨を叩〈のは必今

金曜日とか、床の艶出しは何曜日とか極まってい

て、いつでもかまわ今することは出来ない。それ ( 筆者・縁式含荒土萩原組土木部長〉

井 上 邸 八 窓 庵 ζ 〉
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「大和三茶室の行方」挿入画面訂正の件

本皆、七月五虎 ( 23頁〉 κ 掲 蛾 致 し ま し た 、 上 国 光 雄 若

「大和三茶 室 の 行 方J I亡挿 入 し ま し た 三つの 茶 室 の図面

が 、 実 在 物 と 幾 分 相 違 致 し て お る と の 籍 者 か ら の 御 注 意

が あ P ましたので、誌に改 め て 笈 測 関 菌 を 下 記 之 遜 P 掲

議事えしました故、セ月盟主掲殺の図面は抹消され、本図面

を参照 下 さ る 様 お 願 い し ま す。 ( 編集子〉
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一 一 一 一
直 置園田l I I i

鏡 筋 の 共 同 住 宅 に 佳 ん で み て

園 田 盟 国 書 留 置 回 mI ! 置量

最近出来上つTこ銭筋コンクリ戸トの住宅は. ざ'

んなも のであるか?

八月七日に、編集委員〈中野、 星 〉がこの共同

住宅を訪ねてみに。住宅難の折柄、この府管住宅

に住み Tこいと申込んTゴ六千家放余りの中から、

希望の鷲せられにものは僅かに 1/ 30
であっ? ことい

ふ. か〈して今96家故( 凡そ 500人〉の入が住ん

でいる四階建鍛筋コンクリート逢共同住宅の住み

心地は f うであろう か ?

四棟の極めて明るい、近代的な感受に粧いをこ

らしてゐる建物の聞を抜げて、一番南側の三階に

お住いの小林清氏のお宅を訪ね 7このが三時遁ぎで

あっTこ。ぞれから約三時間、小林氏の厚意を受け

て搬入の方をお招きして種 キの事を伺ってみに。

将来、共同住定はさ' うあるべきか? 日本の住宅

政策はぜうあってほしいか? 現に住って居られる

方 キに伺つに感想と意見の記録をそのま〉紹介し

てみ? こいと懇ふ。

出 席 者 一一

居 住 者

小 林 清 氏 42才 ( 自号室〉 験 災 者

新住宅前土 主 幹 ( 家 族 5 入〉

小 森 五郎 氏 38才 ( 58号室〉

小森工業所 ( 水道工 事 ) ( 家族 4 人〕

森 下 璃太郎氏 43才 ( 附号室〕 ゾヤ ワ引揚者

E成和型車品縁式舎置土 販J l : 課長 ( 家放 3 人〕

池 田由紀 子氏 31才 ( 14号室〕 戦 災 者

大一株式合前土 動ｾ ( 家族 5 人〉

管 理 者

松 山 久 泰氏

日本建築協合

中堅手順次郎 、

大阪府建築部住宅課技師

星 債 文 ( 編集理事〕

一 一 一 一ー場 所 小林首長氏宅一一一一一一

中 野 共同住宅に住んでみられて縫っ?こ点、

例 えば階別 、隣との関係 . 設備の具合 、換気 、老

14 
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一 一 一 一 一 一 一 一 一

人にとって、或は子供の数育等いろんな点から、

此の住宅を乞う考えられますか?

小 林大阪では始めでと言ってよいこういう

共同住宅で、共同生活の訓練のない我々が果して

お互に迷惑かける事なしうま〈生活してゆける

か. ぜうか、懸念していまし? こが、割合にト ラブ

J t - もな〈順調に生活が後まれているようです。 共

同住宅と云つでも、階殴や入口が津山 あ り、お互

に関係、のあるのは階院をはさん亡家 今で、それも

階を同じにしない限り、殆んざ交渉があ りません

これはお玉にこ、に移り住んで、聞が ないからか

も知れませんが一一叉、私なんか餐間勤めで留守

にしてゐる ので、 『隣に住u ' 人何する入ぞ』と想、

う位です。共同住宅と云うもの、、普通の一戸建

の家に住んでいるのと、作J 等質りありません。

只、私の興味を持って考えている事は、生活の

後まれる廃を家庭と云います棋に、家と庭カ t必 要

なのですが、こ の共同住宅にはその庭がな いので

生活の上で ぎう云 う影 響 を到 すかと 云 う事です。

之は今後色 キ調査 してみ? こいと思っています。

星 此の共同住宅を 希望して入 られすこんで

すが . ぞれに針 して何か特別の感想、はありません

か ?

森 下 人の噂を聞 いて取込み 、幸い常選しTこ

詩ですが 、許剣の通り 、プ ランも便利もよ く喜ん

でいま す。在来のアパ ート に比 べ上に伸びるのが

よい。 只二軒丈の附合で近所がうる さ〈 なしゅ、ら

家 内 も大慶喜んでい ます。

松 山 今回定の アパ ート は廊下から入るのが

惑かつTこ。こ のプランは階段で限られ 、一階丈で

住み良いと 忍 はれます。

中 野 初め考えられ? こ写主主具つ? こ、 言 は Y 欠

点、 とか 悪い方面の事はありませんか ? 子供さん逮

が不自 由を感じませんか ? 上から見下される必感



はありませんか?

森 下 只 今 の 所 そ ん な 感 じ は ありません。自

分は三人家族ですが、四人でもよいと考えます。

然も一階西で風通しもよし子供も自由に遊び廻

るが、見張もきいて誠によろしい、邪魔にもなり

ません。初めの聞は一寸上から見られる事と息、つ

? こが、大し f こ事はあぢません。夜は電気を泊、せば

外から見え今、外僚のあかりが都合よ〈反照して

誠に便宜を感じています。

松 山 屋 内 を 覗 き こ ま れ る 事 を 極 度 に 日 本 人

は嫌うので、嘗初カ ー テンをつける ｾｩ や 、 摺硝子

を入れる案もあっTこのですが、部 屋を陰気 にする

ので 、容1: 習をの湿り裏側丈一部摺硝子を入れましに

中 野 風呂、其他厚生方面の共同施設に就い

て何か考えられていますか?

本公 山 御承知の ｾｦｦｩ ' > 、このアパ ート 計盟主はす

べて建設省案で 、各府際問ーのものが建てられ .

大阪府、市では去年( 23年 度) 336戸、本年度 ( 24年

度) 360 戸建設の園地計官: で・あって、共同施設も

考えていますが 、敷地質牧が出来する困っています

風呂は基準 400 戸の集圏でないと経費が成り立Tこ

ない故、此のプロックでは出来ませんでし fこ。大

所見地からは考えていますが 、将来この附近に檎

設されない限り 、今の廃では出来ません。 2，000人

以上ならやれると思いますの豊中は 600 戸故、浴

場を建て〉いる。イE 、‘ 経常は個人に任かせる方針

です。

中 野 御婦人の場合 、男子よ り余計に近所の

事なざ策になると思いますが?

池 田 近 所 附 合 は ー ケ 建 の 方がうるさ いと 恩

います。こ〉はドアーで仕切られ、二軒丈で迎も

好い感じです。屋上洗濯も結構で不便もなし井

戸端合識もありません。只良い物を干すと盗られ

る懸念がありますが外部から盗られるらしいので

す。

森 下 二 、 三 目 前 盗 ら れ ま し Tこ。 物干設備は

最近出来ましに。今迄欄守ニや室内で干し? こが. 管

理者から外開を損ねると注意されましに。

中 野 館 内 規 則 は ぜ ん な も の で す か ?

松 山窓に干し? こり、燃料も茨や薪も使用を

止め電気と五斯にしまし? こ。電気は動力線はA 紐

照明はC 級、瓦斯は合祉に特に考慮、する様、注意

しているから、他に比べて好僚件と思います。以

上の様でＭｾ皇居住者には規則を定め＿こが、今後は

戸支可〈伎u ' 人が良心的に、自治的にして貰い、余

り立入つに事や僚千lj ニは管理者の方からは言はね方

針です。

小 森 自分は本山に居? 二時・盗雛で図つ f こので

すが、此鹿白に来てそれがな〈なり本常に喜んでい

ます。上下から自力 E届き、2 . ! よ誌の心配がありませ

ん。物干も外部から入ればすぐ到ると思います。

中 野 立体的にから各方面からの影響がある

と思います。例えば、ラヂオなさ' 音響的に不快で

ないですか ?

森 下 ラヂオ丈は山秀の様な反響力4あります

小 林 コンクリートの建物では、建物自体で

アースする ので普' 遁のラヂオではイ中キ聞きに〈い

王見在 、ラヂ; t - のきこえているのは 、ス{ パー がよ

い機械をもっている鹿でしょう。そこが必要以上

に大きな管を出すので、やかまし〈感じることが

ありますね。これなさ共同生活の建て前から 、も

っと音量を調節すべきですねω 音響は下駄でも感

じないが地下室のモーターは四階迄響〈。餓』筋 て

から、金槌で叩〈時はさを部に感すも位です。

墨 必要以上に菅を出さね様、共同住宅と

して指導する方法はないものですか ?

松 山 すべて自主的にして貰ふ意見で 、此髭

が最初の試みとして模範的にして頂き? こし 、が、自

治的な試みとして、隣組の犠なものはありません

か ?

小 林 現 在 ま 1: 出来ていません。ま 1: 隣近所

に伎な人の顔も知らねfなです。

中 野 例l婦人とレてミシンの置場なさ' にお困

りでありませんか? 押入なさ' の笈際は?

池 田 板張に置き 、ぜうにか工夫してやって

います。すべて此の苦s屋を一つの務に入れると云

う気持で利用しています。物入も私に闘する限り

ぎうにか足りています。叉、地下室の倉庫にガラ

クタを入れるし、部屋の上も使えるし、鼠もいな

いので心地よ〈住んで・います。

松 山 押 入は本年度も此の位ですが 、地下は

少し考る余地があります。物置は狭〈ないですか

叉. 上に佐u ' 人が毎日の事で不便でないですか?

15 



小 林 押 入 は 間 口 二 聞 も あり、焼付出きれの

私の庭ではこれで充分です。

森 下 一 階 で 鍵 を 預 っ て い ま すが、余り使は

れてない様です。一階の窓が高〈しであるから、

夜も入口に鍵をかげであげていますが、安心です

産公 山 本年度から窓はスチ ールサッ シユにな

ります。消火設備はありませんが、自分の音B屋か

ら設火しでもスチールF " アてから他に移る心配は

ないと考えま? 。棟の聞も二十米突以上離れてい

ます。

小 森 自分は拍車誌で入つf このですが . 1こまに

ま職業柄が水道工事の関係、で、管理. 者の方から頼

れて簡単な事: は無料で修理する事がありますが、

只今の所、 71¥栓イ守.の程度です。電気の方ではコン

セント、ヒューズ切れですが、鍛筋建物でアース

がよ〈きいているので、勝手な事をし? こらショー

トして他の室に及ぽすから 、簡寧に入れる需には

参らぬので 、ぞれな さ' も修理してゐます、全体に

及ぼす消滅はなくメーター丈きれるのです。斯様

な事も各戸に周知する方法を講じ? こいと思います

松 山個人本位で破損は各戸負擦でやって貰

いTこいです。施工上の不備 、修理は施工者にやら

せます。小森氏は設備方面を直ぐ間にあふ臆念: 的

な事を頼んでいます。管理者a は府一人です。小森

氏とは結えす・連絡しています。

星 五人家伎で三間で充分ですか? 建築家

として専門的立場からも忌憶なき意見が欲しい。

夫から、今は住宅雛で喜んでおられるが、慣れて

来Tこり、少し年をとっfこものは、殺風景で輸の一

本も欲し〈なりませんか? 将来. 改主置をして欲し

いと思はれませ戸しか?

4、林私の魔では現在五人家伎ですが、疲室

の点から考えると、これで草分ですが、然し子供

等が成人しに場合は一寸困りますね。只、自分が

仕事をし? こい時、小さな三帖位の部屋が欲しいと

思いますが、之とて、この坪数の範圏内で部屋を

小さくするのなら不賛成で、部屋を小さくして教

をふやすよりも寧ろ現紋の健の方がい、と思いま

す。天井の白漆喰塗もかえって、清潔な感じがし

てよろしいし、私は床の間もこのおりべ床で結構

? ごと思っています。

産公 山選民住宅の建物から、居住人員は四、
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五人と考えています。先づ居住者はホテルに入っ

た患、L 、で、家放が多〈な つf こり老境に到れば、他

の大きなアパ{ トに絡す・るとか自分で家を求めら

れる 1: らうと思います。建設省も年# 許せる範閣

で損犬の方針で今少し賢〈程度も上げる積りです

事情がよくなればプランの向上も考えています。

又、このアパートは二戸を一戸にする事も出来る

池 田 古 〈 な つ に ら 塁壁紙等張つ? こらと思いま

す。欄間等の考えはありません。こうしに部屋に

慣れ? こい、いつ迄も日本式にこ 7ごわらぬ事と考へ

ます。

森 下 一 階の芥捻は小蝿雪芝生で困ります。 上

屠はよいが、一階は臭気の出ぬおi考えて欲しい。

叉芥取ちも三日か四日に一度来ますが、イ可カ、ボ ヤ

イてゐます。更に上からドスンと音のするものが

怒ちて来るのが到ち、 7r.の流れる場合もあり、ピ

ックリする事があります υ 傾斜の闘係、 査の締 り

工合は何とかなりませんか?

小 森 芥 拾庭理は管理者の方で改良して頂〈

事として、産の接着の悪いのは一度フェルトを張

ればよいと思います。芥取りの来fこ時は成可協力

して草に積ませる掠にし fこいものです。菟も角、

お互に共同生活上のニユース、思付き、注意を周

知する要があります s っち・合等あるとよいのですが

中 野 ノックの場合、その者が隣と間違つ? こ

りしませんか? 又、隣家の話撃が聞えませんか?

又、便所が入口正面で来訪者の時等お困りでない

ですか? 買物を届けて貰う時 iこ不便はありません

か ?

池 田 ノックされに時、間違つ? こ事はない稼

です。話撃は全然聞えません。貨物局げも遁し番

読ですから、これも不便はない様です。

中 野 夏 はZ京、じい様ですが、多の事を考える

と中で媛を採る必要がありませんか? さ s こか空気

抜げはな〈てもよいでせうか?

松 山 冬至に於りる日照りを読査しまし fこが

短い所で四時間、大体四時間年以上は日 が賞るか

ら、大分凌ぎょいと考 えられるが 、多を過して見

ないとハツキリわかりません。

づ、 林 夏の通風は充分です。台所の慾が小さ

〈低いので、瓦斯を使うと 熱気の抜げる所がな 〈



入ロから九つ? こ時、一寸ムツ干します。

池 田地震、火災、台風、雨漏りの心配がな

いから、その他の不便よりは安心です。

中 野馨熱とか、室内温度の問題で、大体木

誼なら午後二時、コンクリート謹なら四時頃が最

高とされてますが. 夜は暑〈ありませんか? 又、

各階の室内温度はいか Y ですか?

小 林 一 階 は 地 面 か ら の 鞠 射 熱 で暑 いでしょ

うし、四階は特に天井を張って、床スラプから〈

る暑熱を遮っていますが、そのふところが狭いの

でぜの程度効果があるやら疑問です。そうなると

ご階、三階が無難でしょう。しかし、この間私は

休験しfこのですが、外壁が薄クリーム色に塗つで

あるので、北椋の壁面から来る頼射熱が相官暑 い

ことです。夏は北の窓濯によれば涼しいと云うの

で北の窓近〈にいにのですが、この師射熱が、か

えって暑いので逃げ ｦｾ し＿こことがあ ｢ ます。

庭の植樹でも茂ればよろしいが、こう云う集合

住宅では外壁の色も考えねばならぬと思います。

松 山今年度分から各戸に、パルコニをつけ

て終. 出来る篠にする方針です。

中 野住なのには何階を希望する人が多かつ

にですか? 又、園地に外から*f こ者としては、誠

tこ文化的の感じがありますが、此の点は?

池 田比較的三、四階を希望されるのが多い

様に聞きますが、下を好tr 方もあり、殊に婦人は

下が便利でせう。此の園地の気持は私は大艶心地

ょいと思います。又外灯が非常に感じよし夜、

: 部屋の電気はな〈てもすな位で著書んでいます。

中 野屋外で集る場所、例へば、共同パルコ

ェ、資底、酒保の綴なもの、屋上庭園、子供の遊

び場等を色を添えてやるなさ' 、此の際家主の方で

考えてやれぬものですか?

松 山住宅環境をよりよ〈し? こいと考えてゐ

ます。

星 家 賃 1，400 圏、駿金二ヶ月の算出方法

は? 借家入として此の債格は高いど考えられませ

んか? 正嘗な依段ですか? 利子も含みますか?

事公 山 建 設 費 坪 嘗 り 25，000園、牛分国庫、&1 三

分地方負携で70年消却、此の計算の方式で建設省

としては一定してゐるが、他! 孫なぜ 1，600 固とか

聞いてゐる。大阪の' 1，400 園が高いか安いかは居

住者各人の既往の所要経費で異ると考へますが.

自分の場合を想像すると. 大限迄の通勤交通費が

平均月1 ， 300 固です。ぞれが市電丈ですめば大し

? こ差はな〈遇勤時間節約、郊外電車の混雑等から

湾え有利の様に話も聞き自分もそう考えています

星 間〈所に依りますし申込に於て六っ

かしい4条件があっ7こ由で、時代錯誤のJ患がある様

です。又光熱費が非常に掛るのではないですが?

松 山 申 込 の 僚 件 等 は 仰 言 る 様 な ν ベル以下

入れないとか、牧入、感廃等の事はすべて新聞=

ユースです。選定方法としては、東京は22年度高

輪なぜ研究的に使はせたが、大肢は公開抽畿 とし

亡が、殆んぎ僚件はつげていません。光熱費は自

供他に比して筒〈つ〈でしょう。

森 下 光 熱 愛 は 確 に 多 〈 な っ て い ま す 。 但 、

薪炭代等が不要ですから、結局同じと考えていま

す。

中 野 世 帯 主 の 30才- 4 0才位を目標として、6

00戸以上の建設築を検討されてはいか Y で す か ?

家主実数の少い場合と、子供が多〈なつに場合1 : : .  

何れの規模にも聞にあう様な住宅が欲しいですが

松 山主主宅で困ってゐる入が多いが、家さえ

あればよいと云うのが大部分で、コンクリート建

の注文が案外少い。協舎が叫ばれている不燃都市

責現の上からも 、街ー唐大衆がコン ｐｖｾ ト建を

希望する様、撃をと大き〈 して欲しいと想、って いま

す。

以 上 完
( 文責記者〉

戸建築@J ) 金物

f  ｊＺｾ 五 ｐｦｬ サル炉

λ  代湯浅金物株式曾社

､ 己 ｉｉｾ 布 Z 問会誌協よ曾祉

関 必 要 雫 大222主主22
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主 催 日 本 建 築 協 合

後 援 大 医 府 、 大 医 市

8月9臼一一 14 目 於 犬 医 大 丸 百 貨 底

験後の住宅展驚舎としては可成本格的のもので

あっfこ。展覧内容は五部に分げて、その他に住宅

建築に関する各種類の建築材料が陳列され fこの

で、観る者にとっては親切便利な催しであったと

思ム。

第一部 H ・H ・昇れからの住宅は〈盟解、模型〉

第二部・…・・都市住宅の不燃化 〈問 上〉

第三部…・・・住宅を建てるそF親 き 〈 圃 解〉

第 四 部 … ・ ・ ・ 設 計 画 案

第五郎・・・・・・十五坪の変物住宅

正面入口のところに

「我キの住宅は」

O 安心して住める家に

O 便利で祭持のよい家に

0  工安が安〈、持ちのよい家に

と示レ? このは如何なる時代にも裂をらぬ住宅の原則

であるが、一般の入がこの原則をよ〈理解してこ

そ住宅の正しい在 b 方が保詮されると思ム。

次に取りあげた 。「これからの住宅は」のところ

で内容を十項目に分けて設明しているのは今日の

住宅に於ける課題であって、これに酎する答へは

18 

眠る人身が研究すべきことである。

一、家は狭〈とも敷地を貰〈

ご、間取ちと構謹の合理化

三、家紋本位に

四、生活の美化主規格化

王、遁風と目嘗りを充分に

六、設備の工夫

七、遁切な家具の選定

八、耐震耐火的に

九、設計にはよい指導者を

十、工事は技術的に信用出来るところへ。

問題はこの他にもあらうが、せめてこの程度の

ことは一般市民の理解すべき住宅の常識としf ごい

ものである。

術第一部には、商山博士の提案される「将来の

住宅について」模型と E 解 が あ れ 不 燃 都 市 住 宅

の方向を示しにものとして注意すべきものであっ

第二、第三部は親切な解説で、大阪府指導課から

の資料であるが、之を詳 し〈読んでゐる人が多か

っ? こから、展覧効果は充分にあつにゃうである。

第四部では. 府僚の豊中住宅〈分譲猿定〉をは

じめ各方面の合位、率生からの小住宅設計画があ

って、これには特に若手読をつげて入場者の希望投



酒 山 卯 三 氏 出 品

階 段 型 模 型

票を試みに。この結果がざうなってゐ? ごか興味の

ある問題である。

最後に貨物住宅は大丸建築相談部の出品で、平

面は圃示のようにタグミの部分と板間の部分に分

句、寝室はググミに居聞は板聞となってゐる。

居間が板の聞になってゐることは、高{ 買なググ

ミを治損し易い居間に殿くことの不経済と、居間

司こ於ける活動的な椅子式にする生活様式とを賓際

4こ検討してみる機合を奥へf こものである。

内外木材工業株式曾鮭出品

組 立 住 宅 模 型

術建築材料を陳列しに結果からみて. 地方の材

料業者が、特に展覧合に来て、地方の建築l土紹介

しようとしにといふ報告もあり思はぬ効果のあつ

にことが認められる。

以上展覧合の織票であるが、将来この種の計重症

は大いにやるべきものと思ふし、かくすることに

よって一般の人キに住宅の在り方を E し〈理解し

て貰ムよい方法であると思ふ。( 委員記〉

小 住 宅 設 計 園 案 展 示 場
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モ デ ル ハ ウ ス 正 面 玄 関

書評入 ，場弘、

む 此 ル

2 0  

モ デ ル ハ ウ ス 卒 面 画



モ デ ル ハ ウ ス 内 部

建 材 陳 列 展 示 場
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結 岡 燦 に 於 け る 住 宅 問 題 の 賃 情 に つ い て

第 ー 序

住宅問題は戦後置土台問題の中最も深刻なるもののーで

ある、同時 K 最もその劉策の明確にされていない問題で

ある。戦後四ヶ年を混じて一郎蛾者によ 111観念的に飴ぜ

られ乍 b 、政令的には皐に家な曹人h のみの問題とされ

震に量士合的に検討されなかったと ζ るにその解決を遷延

せしめた根本原因がある。

区

世

位 宅

杉 本 勝 ヲに

して怒影響を奥えていたのである。それが現在の住宅。

絡封不足の上に立って更に深刻な配合問題 となって宮た

との義本的住宅不足は金歯で四百孫戸と稽せられてい

たが前犯の住宅倒蕊に依 P その金貌が徐々に手当U! ! l 3しつつ

ある。とれに依ヲてfi 下の住宅不足農立を見ると第一去に

示ナ遜 P となる。

〈第一表〉 稲 岡 鯨 の 住 宅 不 足 徴

.su  針 市 郊 針 都宮官官十

平野 童生 6日n，( H1 313，983 355，62ti 

総
童生 δ77，634 255，003 322，63 

衛生問題は病人と盛者だけの阿慰でるる聞は

その解決は期し: 得なかった。 ζ れが隊合金体の

問題として耳B 上 t r bれ? と時、始めて衛生怒は

量士曾的K 排除される。住宅問題もJ t を求める入

建だげの間短であってはその虞の解決は望み得

ｾい。特に本年度に始まる経済安定を誕とした

露土令復興に笈つては凡ゆる草土倉阿慰の解決は現

世帯野重主と住宅重量の皇室 91. 977 58，982 32，995 

住

; t E 迄の者震に個h ばらばらに耳支 P 上る ζ とは併されず庚〈

隊合会体の立揚からその本質的重要性に感じての長期綜

令官十回による解決策が樹立されなげればならない。而し

て廊下の住宅問題もその貧態及び露土台的影響を j際民全体

の問題として耳1 . 11 上げ、その費策について直ちに確固た

る第一歩を踏み出さねば問産自の解決の時期を永遠に失ナ

るζ とになるであらう。

幸い昨昭和二十三年八月一日を期して劃期的な金図一

野の住宅捌査が施行されて、今迄主主観的 に取扱われてき

た H 住宅不足 H の覚情につき具体的な資料を得るととが

出来? と。

以下主としてとの調査の示す結果 に従って豚下の住宅

事情について実態及び勝政省事者として ζ れに妻すする所

信を後表し以てJ孫民会員による本問m解決。費と致した

い。( 粉詳細な駁字は路間際統計月報告事二巻第三号廿四

年三月住宅調査特集を多照されたい〉

第 = 現 在 の 住 宅 事 情

一 住 宅 紹 劃 不 足

現在の住宅問題の根本は住宅の絶望す不足である。戦前

に於げる日本の住宅環境は海外各局に比し文化的に経b

て低水準にあ P 比事が衛生問題字個人性の確立たどに針

2 2  

宅 不 足 重 量 約 90，000 車ヲ 60，000 約 30. 000

能くー〉住宅総量立は住宅問査による駁字で俊小屋. 非

住家及び下宿屋、寄宿舎、船舶などを合まない。

〈二) i ! t 宇野駁は常住人口翻査( 周年同日施行〉によ

る数字で巡業サーカス等際内に居住を必要としな

い世帯段( 錐定1，6()0) を合んでいる。

即ち居住住宅総重まは約 ＵＸｾ 高戸 ＨＵＷＷ ， ＨＩＳＴ 戸〉で金厨総

盟主1. -!{)O}.寓戸 ( 13，8叫， 327戸〉の4.3 %を占め会圏第自位

を占めている。乙れに封 ｌ 世帯駁は約自ＷＷＮ耳世幣 Ｈ｟ＨｩＨ｜ｾ ， ( ) l  

1世帯〕であ P 、乙れより固定した位宅士必要としない

世帯を除いた残 P の世常に最少限1i 世帯l 戸の住宅を奥え

るとして差事 19寓戸の絶望討不足となる。 ζ の! l J i ; i佐平静の内

約 i 濁世帯 ( 9，03:3戸J は俵小屋、非住署員〈 ζ の調査に於

ける俄小屋 、非住家とは殆んど住むに 耐えない程度のも

のである〉に住み、残 118高 世 帯 は 問 倍 、 同 居 を 余 儀 な

〈され敗戦b年目の今日柄日高世帯、邸ち揮系下全世帯m: の

1. 35%. 人員総量立にして約45]. 克人の多量が住宅を持たな

いJ t J ! えにある。

JE に住宅不足駁を森下各都市について見れば第 2 表 の

如〈なる。

〈第二表〉



市

57，336 20，3001 26. 1 

14，(.; 55 
16.111 

35 ，070 11. 81 

14. 引

13. 7 

14，6¥"¥8 δ ，400 2臼. 5

31 ，102 自，800 17. 8 

32，7110 7，700 18.11 

22，466 4，500 16. 日

国 111 市 15，266 1，500 9. 1 

位、との不足軍事のみを以て各 都 市 の住宅不足完走況を比

較するのは危険である。即ち 1 戸の住宅の陳さが各

都市に於て呉るのでj ( 際は居住密度を比較して住宅

事撃の貧相を見るペきである。} ー居住密度の環多照

とれらの! l ; ! 高世帯にのぽる家庭は結局間倍、同居或は

仮小屋、物定等を僚の位いとするとと K よって雨露をし

のいでいる獄滋であ曹、それによって現在一腹の H 見害時

け U の住宅充足が示されている。更に注意ナペ垂は僚小

屋 、非位家の居住者を除〈同居 8 斉家族に重苦して、 ζ れ

を受け入れ不本意な同居をさせている側の世帯が約問般

の B 寓世帯骨近〈存在しているというととである。殺が図

の木建住宅の間取構建からして多少の規模の余絡があっ

ても 1住 宅 に2世帯が健全なる室長庭生活を答むととは不可

能 で あ p 、とれがs 住宅基盤の慈影響は倍加され、合計

16高世帯替、人員にして80商人の家庭生活が歪を受けてい

る。

との住宅不足が現在l孫下住宅重量の基本をなすものであ

るが、との* 貨は置土曾約に如何なる問題を生み出して V

るであらろか。

先ず遠距離通勤及び家族別居等の家庭生活の不安定に

よる動勢能率の低下が直ちに生産に影響する。本際の如

〈械工業人口の多い場合特に経済的影響は強い。職後の

石炭増産政策に劃して先ず茨務努務者住宅の建設が大量

〈耳i ! J 土げられたのもとの問題の重要性を示すものであ

る。

叉同居による精紳的E区迫、 N IiIし K よる a遁等によっ

て起る私生活の不健全化、それが一般的批合主主義の低下

k なって現われる。軍土台俊能上からはさ営委託の殆んど背無

のs r . : 自由移動が妨げられ産業人口の遺志配置が行われ

ず、とのととは失業問題の解決を主サ因縁ならしめる。

更 に見逃すととのできない事貨は肉居及び温密生滑に

よる家庭生活の破裂の最大犠牲者が脅少年及び児童暦で

あるととである。自己完成期に償って自包の H 主義 H を確

保せねばならない宵ー少年が大人と窓室、勉強室を共にせ

ねばならない事は彼等の語土台的入絡の完成を妨げ、ひい

て は 家 庭 及 び 鮭舎 の 反逆老 たらしめている。叉子供主主は

他家放と襖一主主で距てられた家庭内で葬式余ね し乍ら不安

祭に主主し、それが更に這出しにより拘寧をかけらか る。

との買え態が戦後ｧＡｦ［に四半 も綴き 、 更にｾ年も放置さ れる

とすれば、かかる 環 境に育った青 少年主主は精紳的に自己

の家 、故郷を持ち得す'iii 士合えの愛務を失号ゅではあるま

いか、そ の事は ひいては釆旅 の明かるい図際的配舎の建

般 を不可能 にする 事を意味 している。との住宅総の被害

者 設 は 現 在 枇 曾 に援な主 もの で あ P 成人枇含がとれを汲

み取ってやらねば、その苦悩は解決され得ない。そと に

現 在 の 伎 宅 問 題 のー特質があ，! ) 、とれが童話策としては先

ず 1 家 族 1 戸の住宅を出来るだげ早〈建設する以外に主主

はないのである。

ニ 現 存 住 宅 の 種 類 別

鯨内 58夜戸の住宅を種別的に分類すれば第三表の如 〈

なる。

〈第三表〉現存住宅の種類別

総歎に参f する比重事

居住 h 宅 総 数 δ75，013 100. 0% 

専 用 佳 宅 517，477 89. 9% 

併 用 住 宅
57，536 10. 1% 

駐( 1 ) 専用住宅には農家中寄宿合、下宿等の共同住

宅を合む

( 2) 併用住宅とは信錦、事務所その他と併用され

るように出来? と住宅を云号。

即 ち 総 鮫 の9剥が専用住宅であ明 1割が併用住宅( 内

脂綿併用住宅が大部分を合む〉である。とれを市郎のみ

に就いて見れば8 8 %が専用住宅であり 1 2 %が併用住宅で

ある。併用住宅の多いのは、蹴岡市の 19. 3%久留米市の

18. 3%で商業都市の符質を現わしている、専用住宅の中

には農家が合まれるが豚 肉の農家は1日高 5 千戸と推定さ

れるので、とれを引いた残りの ＳＵｾＲ 千戸が普通の専用

住 宅 訟で あ る 。 戦前の費料のある繭岡・八幡 ・小倉三市

について併用住宅率を殿前と比較して見ると第四表の如

〈なる。

〈第四表〉殿前戦後の併用住宅の率の比較
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市 Jl U  昭和1抗年 昭和22年 回 復 率

F富 岡 市 19. 72 19. 30・ 97. 9% 

八 幡 市 11. 95 7. 79 95. 2% 

小 倉 市 16. 30 10. fi 4 6δ. 3% 

震主 縮問・八幡両市は戦災と疎開 小倉市は疎開によ

l ) !堅失している

八幡・小倉両市では戦前ょ l) 1!t; < なっているが、稿岡

市 の 易合 には験災による消耗が併用住宅に多かったと思

われるにかかわらず験前と殆・んど同率になって居 P 、商

業復興の念還さを示している。

三 住 宅 の 庚 さ 及 び 居 住 密 度

住宅の絡重苦不足は直ちに居住の過密イヒとなって生活を

質的に区迫するが、今陸幕下の住宅の1戸官官 P 及び1人蛍 p

ｾ敏は官事 ｢ 表に示される。

( 第五表〉幅岡県系居住々宅の一戸嘗り一入賞り昼

徴

Ｑ 戸倉 ｬＩｾ 数 Ｑ 人包 ｩ ｬＩ ｾｩｬ 主 |  

陸軍 金 体
17. fi 6 3. 20 

市 部 16. 77 3. 12 

君官 音容 18. 44 3. 26 

呈と 図 19. 21 3. 47 

在主 ｾ君主の中には手羊聞や庚縁などの板の間も金書立に換

算して入れてある。

本勝は金図に比して1戸宮 P 昼E段、1人包i l ) / I 昼鍛共に約

8 %低位にあ P 居住獄態の粗怒化が目立っている。

満開・八幡・小倉三市について戦前の依態と比較すれ

ば第六表の如くなる。

( 第六表〉殿前職後の昼散の比較

1戸蛍 l ) !径数 Ｑ 人各 ｩ ＡＱｾｗＺ

昭和 1fi 年|昭和均年|昭和 16停|昭和23年

稲 岡 市 1 20. 421  17. 891  3. 921 3. 11 

八 幡 市 1 14. s81  13. 331  3. 0sI  2. 7 

小 倉 市

三 市 平 均 I 17. 79/  15.8fi /.  3. 5<1/  3. 01
1  

三市卒均の Ｑ 人嘗ＱｊｾｭＺ ( 卸ち居住宅管度〉に於ては昭

和 1s生存( 目 撃事健五ヶ年目であり生活水準は既に相省低

下していた時期である〕に比し14%低下している。

現在 ｬ 豚下に於て Ｑ 入賞ＡＱ ｾｬｴ の小さいのは大牟田市の

2 4  

2. 65帖、八幡市の2. 71帖 、 第 松 市 の2. 81帖 で あ る 。 大

牟国市の如宮は金園主要二十四都市のそれと比較してJ ! (

崎 市 の2. 63帖、長崎市の2. 64帖と並んで最下位を占 b て

It、る。

更にとれは卒均値であって賞際には一人懲りー帖を下

廻っている稼な揚合をしばしば見受るのであ P 、 ζ れは

正に主主王室的生存の限界傘下廻っているとさえ云える。伶

一般に Ij l ; . - ス、茶棚等の家具面積の占める率は 15%前 後

主されて居 P 起居就獲に使用され得る面積は前記昼数の

8 5 %に過ぎないのである。との様な過密主主f置が 1戸 l 世 帯

向主に建てられた開放的な和風住宅で他家族との浪合生

活の下に行われる易会その衛生的・精紳的鯵答を倍加せ

しめるものである。

四 住 宅 の 所 有 の 関 係

ｾｴ 亡所有関係から見て自己持家・一般借家及 ｶＺ 住宅官

舎毒事の給奥伎宅に分類すると苦手 7 表に示す割合となる。

〈第七表〉稲岡牒下居住々宅の所有の開係別割合

自己持家 一般借家 給 奥 住 宅

際 J t ft 291，s48戸 167，fll3戸 115，452戸

同 比 寧 50. 1% 29. 2% 20. 1% 

市 部 比 率 3f i . 2% 47. 2% 16. 6% 

君事官官比率 62. 2% 15. 0% 27. 8% 

会 図 比 率 自7. 0% 27. 2% 5. 8% 

会図比率と比較して一般借家は大体同率であり、給契

住宅の占める割合が著し〈高< ( 北海道に次安全園第2

位) 自己持室長の比率がそれだけ低< ( 低い方から全圏第

4位 ) なっている。即ち務エ葉県系として動努階級の多い

ととをはっき P 示している。特に給奥住宅のZ容の高いの

は回川市の5 0 %飯塚市の 37. 4%大牟田市の 32. 1%であ

る。更に所要別に住宅の演さと居住密度を比較すれば第

8表となる 。

( 第八表〉所要関係別昼数及ぴ世帯数

自白己持家| 一般借家| 給奥住宅

1 戸賞! 1 4 数 I 21. 5  13. 5 
山

一

切

一

川

3. 50 2. 54 
1 入 管 P 昼 段

1 戸嘗り世帯普数
1. 08 1. 13 

同居率から見ても過密度から見ても住宅事監の焦点は借

家階居にあるととがはっきり示されている。

例所有の関係を F富岡・八幡・小倉の三市について取前と

比較してみると青春 9 表の如〈なる。



( 第九表〉 殿前段後の所有開係の比較

八 幡 市

小 倉 市

三 市 平 均 円 高

平 均 し て持家7 . <l 5%の 増 加 、借 家13. 75% の 滅 少 、 給

奥住宅抗 . 4 1 %の 稽 如 、 後 2者 の 合 計 で 7. 3%の 減 少 を 示

している。 特 に借 家 の 相 劉 的 不 足 が 住 宅 事 情 の 著 しい特

徴であり、とれを最土合構成的に見るならば、戦後一部枇

曾居の皇室町があったにせよ主として被戦災或 は被建 立 借

家 居 住 暦 、引場 者 暦 更 に 戦 後 の 新 役 得 な ど が 一 部 を 給 奥

住 宅 に 吸 牧 さ れ 残 余 が 家 な き 8寓 t世 帯 と な っ て い る と 云

えるのである。

以 上勝 下 に 於ける 住 宅 問 題 の 主 と し て 借 家 の 根 本 的 不

足 と そ の 居 住 が 特 に 過 密 で あ る 点 を 明 ら か に し た の で あ

るが、とれが主主となって暴利的調書良質 、間 関 代 、入 居 継

利 金 に よ る 生 計 の 臆 迫 ゃ 強 制 的 家 康 明 渡 し 要 求 に よ る 生

活不安などの第二次住宅問題が雪量生ずる。注意すべきは

敗 職 後 の 混 乱 期 か ら 卒 常 化 す る に つ れ 、 且 つ 食 積 問 霞 そ

のf也が解 決 す る に 従っ て 居住をめく'る 正 賞 不 嘗 の 憾 利 確

執 が 強 まって { る。第十 家 は そ の一例 で あ る が 昭 和22年

から 23年 に か け て の 念 堵 を は っ き P 示している。

( 十一表〉 住宅の累年不足数

住 宅

6o. 68 11 51. 73 5. 27 I  11. 68 

〈第十表〉借家訴訟事件数の推移

( 稲岡県高簡易哉到所事件数よ り抽出〉

| 昭 和23年

昭 和21年 : 昭 和22年 I Ｈｬｲｾ 迄 Ｉ

事件ｾ 78 I  290 !  306 

指 E主
100 I  

今 後 経 済 安 定 に 逆 行 し て 住 宅 不 足 が 放 健 さ れ る な ら ば

住宅間短が舵曾問題の焦点化し、潜在日勺に怒質化し室長々

そ の 解 決 を 因 縁 な ら し b るととが激怒されるのである。

第三住宅不足の今後の見透し

以 上 述 べ た 所 は 主 と し て 昭 和23年8月3 日現在に於ける

住 宅 不 足 の 現 欣 で あ る が . ζ れ が と の ま ま 放置され ると

きはその不足駁は累年大き〈なる。 l際 内 人 口 の 自 然 槍 知

に 伴 弓 世 帯 数 の 宅 大 、 災 答 に よ る 既 存 住 宅 の 消 耗 だ け の

菌 か ら 見 て も 今 後 b ヶ 年間 の 住 宅 不 足 駁 は 第11表 の 示 す

如〈なり 、昭 和28年 度 未 に は 現 夜 の 約 倍 般 の 157.耳 5 千 戸

の住宅不足となる。

|  人 口 刷Hによる I  災 響 喪 失 に よ る 年 間 不 足 験 合 計

年間不足ｾ 年 間 不 足 取

不 足 累 計

昭 和 23 年 度 I _ _ ___{) 戸

。戸 。戸 8U，OOり戸

一 一 一 一 一

昭 和 24 年 度
13，400 1，O()0 14，40() 94. 40( )  

- ー. ー 一 一 一 一

fI 25 fI 
13.70()  1，OO() 14，70() 10H，100 

一 一 一 . . 一一一 一 一 一 一 一 一 一

fI 2(; fI 14. 0リ0

1/  27 

"  

14，300 

fI 28 fI 14，60<1 

計 70，000 

との15寓b千戸という盟主字は5 ヶ 年 後 の 住 宅 不 足 の 最 低

敏 で あ っ て 他l採から の人 口 移 入 に よ る 権 加 や 既 存 住 宅 の

自 然 腐 朽 に よ る 代 替 住 宅 の 震 の 不 足 駁 は 考 厳 に 入 れ て 居

ない。

人 口 移 入 に よ る 増 加 は 位 宅 不足 のs!¥! 車内 え の 移 入 を 抑

制されている世平野と今後 の産 業分布による 近 隣 農 業 収 よ

1，000 15，()()() 124，100 

ーーＭ ｾ Ｎ ｟ ｟Ｎ Ｍ ・ Ｍ -

1，000  15 . 300 139，400 

一 一 一 -

1，000 15，7り(1 155，000 

5，000 75，000 155，O() 1I 

P の 移 入 等 が 考 え ら れ る 。 前 者 に つ い て は 未 だ:遊間 人口

調 査 がjlt 施 さ れて 居 ら ず 、後 者 に ワいても適 確 な 駁 字は

求 め 得 な い が 、西日 本 に 於 げ る 産 業 集中度よ P 見 て年 間

! 係人口の 0. 2%を 下 廻 る と と は 無 い と 滋 恕 さ れ る 。 既 に

磨子、下の主要工 場 で は 相蛍 段 の 増 員 計 画 を持 って居. ! J 、 経

済 復 興 に 伴っ て 次第 に 質 現 されつつある ので 、や が て は

2 5  



l豚外よりの移入が表面化ずる可能性がある。而してそれ

らの人口移入は北九州とか大牟田地図等ｾに過密度の高

い地区にf f .rも集中される結果になるので、特別な針策が

訴事ぜられむい限 P 局官官的住宅難は一層強化されるのであ

ら号。

自然的腐朽を一腹除外したのは、住宅不足が解消せぬ

限 p 、現在の老朽住宅と雄事紛 5 ヶ年程度は薄命を延ば

して使用せざるを得ないからである。しかし食際には務

工業都市に於ける粗怒な借家 P 量土宅等保安上銑に極限に

達しているものも相蛍多い。今後 5 ヶ年聞にJ l 際に改築

を要ナる戸鍛は木建住宅の耐周年阪を 30年程度と見て推

定すれば豚内で約25，000戸による。しかも戦中戦後を遜

じて住宅の維持管理は殆んど放棄され、 E中に借家にあっ

ては現行の家賃事情から見て修理は絶無に近〈既存住宅

の損耗は3置に著しい。との穏な住宅の消耗は今後の住宅

事監を更に大垂〈ずる原因のーつなのである。既存住宅は

個人財産である以上に貴重な枇曾的財産であ P 、火災漁

防と並んで特に維持保全の務会を期する必要がある。

ヨたに住宅問題の終局的解決の点から云えば; 2 : 家率の問

題が残っている。近代都市の勘努者は職業の自由選擦や

縛動の問題から自由移動を必要とし、その震借家として

の空室長が絶望討に必要となる ｯｾ 家の所喪主容は金住宅般の

最低 3 %とされとれを下廻ると主は自由移動が函総とな

P 潜在失業者の櫓加と共に勤労・者の生活は腿遁されて

〈る。

以上l際外よ P の移入、自然腐朽及び必要な主主要R等 を 飢

えた理想的住宅所要産主を算出すれば第12衰 の 如 〈 な P 、

5ヶ年の所要戸駁は 199，000戸になる。

〈第十二表〉五ヶ年聞の理想的住宅所要撒

現 在 不 足
! t  

80，000戸

一 一 一 一 一 一 a ー

人口自然増加による必要数 70，000戸

人 口 移 入 に よ る 必 要 埋 ま 8，000戸

一 一
自 然 腐 朽 代 替 必 要 徴 :l 5，000戸

‘ 一 一 一 一 一 一 一 一

災 筈 喪 失 補 給 必 要 敏 δ，000戸

ｾ＠ 語え 必 喪 車生
11，000戸

富十 19$1 ，Of)() 戸

以上最低年間31，000戸の建設を必要とするが、よ P 合

理的には39，800戸の住宅が地域的必要度に遜合して建設

され 、且っそれが動労者麿にあヲては生計費に膿じて負

慌し得る 家賃で提供される揚合 5 ヶ年の後に i際の住宅問

題は始めて解決され得るの・である。 ζ れがお に は 戦後 か

ら今日に 至 るまでの住宅復 興妖況が果 して乙の線に ー沿っ

て居る宇否やを先ず検討してみなげればならない。

2 6  

第 四 戦 後 住 宅 建 築 の 傾 向

戦後建築された住宅総駁は 52，仰O戸 ( δ1，$l 96戸〉で総

居住住宅駁9. 04%に嘗 P 、戦災及び疎開による喪失戸駁

81. 743戸に費し自4 %となっているの然し戦後建築された

住宅の分布は市部 29，320戸 ( δ6%) 君事部22，67H戸 ( 44

% ) となって居 P 、前記喪失住宅は市郊のみに限られて

いるので、) f 際の市部の復興互容は3 6 %に過ぎないのであ

る。

年間卒均新築戸E立は 17，000戸余 P で前記年間最低所要

戸! t 31，000戸に聖母 し年間 14，000戸 ( 45%) の不足とな

P 、現在までの難敵程度で主主 むならばとの不足が毎年累

加されて、住宅不足の溝を主 ｾｫ 深ｉ｢て行〈ととになる。

市郊の復興住宅について見れば第13表の如〈、特徴と

して併用住宅のE容が高いと とが示される。

( 第十三表〉市部の住宅の種類別割合

専用住宅 併 用 住 宅

戦 後 新 築 住 宅 の 準 73 . 4 % 26. 6% 

戦前住宅も合めた総既

87. 6% 12. 4% 

存住宅の本

戦前( 昭和 lfi 年) の繭岡

8  .. 1. 0 %  16. 0% 

八幡・小倉= 市の卒均率

即ち商事長の復興が生産復興に先行し、} 苫錦他住宅が先

ず建築された。との併用住宅の問琢は持署員、借家共に后

錦部分に主力が震かれ居住部分の裁漢字その衛生的僚件

は金〈犠牲に供されて居! J . 明るい佳文化に 義〈もので

はない。又商! 苫の掌も既に飽和点に近づいているので今

後の住宅復興に於て併用住宅によるものは減少が量産恕さ

れる。その際、とれに代って専用住宅が自力・で建段され

るか否かが一般住宅復興の大垂な問題となる。

叉所有の関係別にみると第14表とな! J . 戦後住宅は借

家が少〈給奥住宅が多いと云える。殊に 借 家 に つ い て

は貧敬 10，828 戸の中専用住宅は推定 8. 830 戸 に 過 ぎ な

ν、。

( 第十四表〉殿後建築の所要開係

|戦後住宅賞駁( 比率)
戦 闘 を 合め た総 ( 比率)

既 存 住 宅 の . 数

一一一一一

自家持費R 24，419( 47. 0)  2! H，648( 50. 7)  

一般借家 10，828( 20. 8)  l 67，H13( 29. 2)  

給奥住宅 16，749( 32. 2)  ＱＱＵ ， ＴＵＲＨＲＰ ・ ｾｉ

線 ft 
δ1，996( 100. 0)  575，<)l S (l OO. O)  

叉建築統計から建築主体別に見ると 第 15表 の 如 〈 な

る。



( 第十王表〉鞍後建築の建築主体別

j，f 
! i  

比 率

一 一 - 一 一 一 一 一一

一般 民間 建築 による住宅 28，635 57.1 

公 供 事業 に よ る 庶 民 住宅 7，547 5. 0  I  

政府計 画による茨務住宅 13，396 

政府援助の分宮盛給奥住宅 591  1. 2  

総. fi 
50，169 

在主 総、! i がi住宅調査よ P 宇 h 少〈なっているのは無届

等 による統計もれと推定され る。

時期的に見れば茨務住宅は昭和22年から 23年 度 内 完 成

が大量〈一般建築は大体卒均して年間 10，000戸 近 〈 の

笈績を示し、庶民住宅は終破産後から 21年にかけて巌念

簡易住宅が Ｔ ， ＵＰＰ 戸その後は年間 Ｑ ， ＰＰＰ 戸程度のｾ績で

ある。

例主主で特に注意すべきは前E己の専用借家 8，33¥1 戸( 引

揚者用共同住宅を合む ) 中の 7，547が庶民住宅であって

一般 の管和j 的借家は殆んど骨無に近〈 、給 興 住 宅 に 於て

も茨務住宅がそ の大部分を占めている点である。即ち一

般庶民階級の欲する住宅として借家や給奥住宅を奥え得

た者は、図家計画に第垂復興金融金庫の敵愛する決隣住

宅と. 公共事業による図庫補助庶民住宅のこつであ P 、

茨佳以外の絵奥住宅は審々たるもので管利的貸家に到j つ

ては殆ん どl苫舗併用住宅に限られているのである。

茨務住宅については改めて報告を公表する激定である

が、との事業に よ P 曜幕下 の諺本産業である石炭勢働者の

3劉 が 所 謂 H 決理費約屋 U から H 人聞の住いかに百主義され

たととは注目すべき事3置であり. 職後の伎宅事情の唯一

の切るい函といろととができる。但し遺憾ながら炭住建

設による居住改善は地滅的にも職業的にも決務関係者に

限られ蘇下一般の住宅不足殊に都市の住宅 難 に 寄 奥する

民主は少なかった。

借 家 の 需 要 が 非 常に 大 量いにも拘 ら ず管利的に供給さ

れ得ない理由 としては

( イ) 民間資金の蓄積がないとと。

( ロ) 長 期投安に劃する危険感のあ ると k 。

( ノ、) 建築費の高騰から家 賃 が 高 〈現在の生 計 費 では

負檎古: 不可能であるとと。

などが拳げられる。僚に( イ) ( ロ) の級 済 界一般 の

傑件からの影響が好称しでもい、) の保件による隠さ路は

勧告宇階級の生活水準が向上しない限り解決され得ない。

戦前に 於て勤労者麿の生計費 中、署長貨の占 める 割合は 15

% 乃 至18%で あ P 、との場 合 1 戸の借家建築費が卒均年

l投の80% 以下でないと貸家投書をは成立しない。現在の一

般動努 者 の月 i民10，000図 程 度 の 生 計 費 で は 食 費 の 宿 大 に

によって住居費は卒均 5 9昔前 後 に 押 え ら れ て 居 P 、織前

同様の烈j 廻りとしても家賃は3，000乃至4，000聞となり、

現 在 の 投 資 利 廻 P 等から見れば家賃10，00りでもと云弓完走

態である。

との点からみて民筈 の飛感的増大と住宅建設に封ずる

技術率命が生れなければ勤努者向管利事業の再現は不可

能である。

第五今後の住宅建設の課題

以 上 戦後の住宅建設完走況は震において 絡童話不足であ P

しかも建築の主体が自力建設の可能な階級の専用住宅と

商業者騒の併用住宅とにあって動努者! 習に針しては茨積

住 宅 と 僅 か ぽ か P の庶民賃貸住宅が奥えられて来 た に 遜

ぎ な い 。 そ れ 故 前 記 の 今 後 の 最 低 所 要 駁 年 間 31，000戸

の新築に童話しては先ず絡霊才的の増加、しかもその稽加の

大部分を勤労者住宅即 ち借家主給奥住宅の建設に銀 P 向

け な げ れ ば な ら な い 。 本l採の借家の比率を験問のそれと

間程度になさんがt & め には今後の建設省目標の年間3t ，0

00戸は穆げて借家か給奥住宅にじな行ればならない程な

のである。亡の点からみても大規模の枇舎政策的住宅政

策 の 確 立 以 外 に l際民の住宅雛 を救い、その家庭を高度袋 よ

P 守る途は存在し得ないのである。

元来住宅は私有財産主考えられて来た。しかし特に器

市の借家は都市建築の大きな構成部分を占 b 且 つ 社 曾 的

生 産 力 の 再 生 産 の H 揚 H である点において、それはE に

惟合的公共的な性格をもっ、少〈とも道路や上下水道と

立立ぷ置土命的公有物正云えるのである。

市土合的公有物語: 私経済的に提供され得ない時は公共の

力でとれを建貫主濯管するのが近代国家の義務で あ る 。 西

欧居者図特に イギ !J ;えでは十九t世紀以来勧告事者住宅の改善

が大きな枇曾問題として取 P 上げられてきた。殊に第二

次世界大戦後飢餓総出を行弓苦境に立ちながらも図書足珠

算の 2. 9%が 住 宅 建 鮫 に 振 P 向けられ、且ツ粉世論はと

れに釘し不満の意を表明していると停えられている。と

れに童話 し君主が図において現在とられつ弘ある住宅政策は

図家漁算の僅か 0. 8%の図書記補助庶民住宅と復金融資に

よる決繍住宅以外には無い。しかも後者は本年度以降停

止の運命にあ P 、 前者は本年度会図で 25，( )00戸 本 燃 の

制?富1，172戸という H 焼石に水 H の獄懇である。

戦後の一般民間の手による伎宅建設定年間 10，000戸は

大体に於て賞金のある人は E去に建築を終っているものと

考えられ、且っそのろち35 . 4 % を占める併用住宅は飽和

点に近〈今後の見込は少いが 、伎にとれらが 今後も更に

緩績され得ると見ても 、それ を差号 111、た 21，ωo戸 ( 5 ヶ
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年聞に 10，5ω 戸 ) の 建 鮫 に 封 し て は 図 庫 補 防 宇 何 ら か

の特別融資の措置が絡封に必要である。殊に嘗娠の知〈

基本産業努務者の特に多い地方にあっては箇家政策とし

ては勿論. 地方政策としてもとの勤努者のための住宅建

絞 は大金〈双 P 上げらるべきであって、図書巨財 政 地 方 財

政の許す限 P 資金的住宅政策を鎖充強化しなければなら

ないのである。

更に現在の住宅建設の課題としてその資金が供給され

得ても、その使用に嘗つては次の事が考慮きれなければ

ならない。都市の復興に嘗つては新らしい市民的な都市

計画と不燃都市の建設が妥諮される。住宅資金は現在の

財政上貴重な間愛でおるだげに翠なる臆念的住宅不足の

解消にのみ使用されるととは許されず、よ P 佳久的な針

商事奇らしい者li i ' 官、t l ' 燃都市の建訟の目的を同時に果さな

ければならないのである。 gpち個々、 wl 々、の無秩序の

可燃住宅での建欽ではな〈都市に於ては整然たる鍛筋コ

y タ 3 ート住宅君卒、都市周護地区に重苦しでは充分の宅地

を持った計画的集図住宅の建設が必要である。更にとれ

らの建設的施策に謝しては土地問題その他の解決]!t. :r.f. 計

画性の確立等について強固な行政力の裏付が必要とされ

る。今後の住宅建訟の霊長題はその需土曾公共性と賛金とそ

れらを司F 行政施策の商にある。

第 六 結

. =.  

a  

以上勝下の住宅問題につきその概略を迷ベたに過ぎな

「建築と粧曾」パックナシパ一分頒

第 霊 輯 大 正 日 - 7年 事 前 、 久 12、14重量各 4 :lDt

第3、7 ，8滋 各2茄 第 5税 制f 官事9霊童 8締

官事1U鋭 8茄 官事11、13畿 各2加

第 試 輯 大 正8半 組 、 3;説 各5知 官 事5ll虎 柵

官事目、 9、1U、11競 各時五世 官事7、 8! 車 各生加

第 参 輯 大 四 年 俸2，'*、 8貌 各3加 害 事δ説 明

合事品、 7、II 、12li 虎 各 1母 音事:1， l UlJI，t 各 4 加

第 四 輯 大 正1U年 第 2、九 12l J J ! 各知

官事4 、6 、7被告をδ加、 官事8、 10獄 各 3紛

第 五 輯 大 正11年 第7球 1加 算8ll 虎 白 筋

宮j; 9鋭 2加 官事l H虎 25:lDt 

第 六 輯 大 正12年 第 1、 2! 虎 各3加

号事8、12競 各 2:1lfr 官事件続 4活 保 10披 1:1lfr 

第 七 輯 大 正13年 俸 1、 7留置 各 3:11庁

第3、12!虎 各5母 音容 Ｔ ， Ｕ 、 Ｘｾ 各 Ｔ 紛

係G貌 7:11昔 事事9li 虎 2加 第 11滋 白 筋

第 八 輯 大 正14年 告書7、8放 各 1i1奇

第 拾 七 輯 昭 和9年 第 7 滋 1紛

第 廿 武 揖 昭 和14年
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第 1 . 2、九 8鋭 各 1婿

いのであるが、問題はH見掛け H 以上に深刻であ! ) ，その

解決の主主は著し〈困難に満ちている。而かも問題はl 1 i K

" 雨露をしの〈・ H だげに止まらず生産復興・民生安定か

ら教育・衛生問題にi 1J るまで大きな影響を奥えていると

とを思えば、その針策は一日も忽がせにできないのであ

る。

官菌の手段としては政府に針して住宅資金支出の飛躍

的増加を強〈要求するととである。本! 際の勧告害者の大部

分 l' t 園全体の義本産業の悔い手として縁の下の力持の役

割を果している。政府は先ずとか等の入k に璽せして闘の

手でその家庭生活を保護しなげればならない。それは近

代図書Rの義務である。

I互に地方公共図体としても翠に政府のみに依存すると

とな〈地方財政のゆるす限 P において、住宅問題の解決

を一歩前進せしあなければならない。

而してとれらの政策の樹立に嘗って最も重要な碁礎は

託土曜? 全体の熱意とその力強い表現である。

再言ナるが

H 住宅問題は署員を求める人々だげの間短ではない ρ

一日も早しとの惟舎怒を除去する銭揮系民各位の透徹

せる際競とそれよ P 湧き出る建言主的世論の出現を待望し

て止まない。

時あたかも第一回 H 図民運動1 / 1 / 図土建設週間かにあ

た P勝民各4立のー厨の御協力を希望する次第である。

( 筆者・繭阿蘇知事〉

第 廿 参 韓 昭 和15年豊岡、日、 7、8、10鍛 各1婦

青春3li 虎 3Jlfr 官事4霊堂 4:1lfr 

第 廿 四 輯 昭 和16年 郷 、 12銀 各 市

害事 8 銃 4 締 官事 9 苦虎 δ 五世

第 サ 五 輯 昭 和17年 俸 2、4、日、 8放 各 1加

官事11披 2:lDt 

第 廿 六 輯 昭 和 18 年 知 、 G続 的 活

告書3 、7続 各4加 害事4 、 8鋭 各2i1骨

第 廿 七 輯 昭 和19年 俸l 説 明

第 廿 八 輯 昭 和22伴 第l 、2合 併 俊 第3、七 5合 併

量虎号事9、7 、8合 併 鋭 多 段 在 庫

第 廿 九 輯 昭 和23年 俸1続 ( 7月愛行〉多量主在庫

第 参 拾 輯 昭 和24年 告 開 放 よ !!6披 迄 多 敏 在 庫

上官己掲較なき分はJ t : 切絶版。都豊立に限 P あ P先 着l慣の

事。タて本の場合は御了承乞ふ。償格は大体五十回以内

包し戦後の分は定慣遜! ! 0  1M郵主主の揚合は下記之湿皇室

料実費相添へ申込みされたし。 1 部のみの場合25問、

2部よ ! !5郎 迄 は 小 包 料35問、自部よ! ! 10古事迄 ノj 、包料

品岡、 ｩｾ Ｎ し ＱＰ Ｚｬｬｦｲ以土の場合は皇室料協 曾 負慌の事以上

申込み多駁あ P 希望者は至念申込まれたし。

社 固 法 人 日 本 建 築 協 曾
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昨年のｾから決議院の常任委員曾目前査員として、建設

委員舎に勤務しているーーと言っただけでは 、何のにと

かよ〈分らない方も多いことと恩ふ。それで、約4三年の

経験をもとにして、園舎の内外の模様を紹介して、皆燃

の御参司まに供したいと考えた次第である。

常任委員曾・専門員室 e色C.

家議院議員の定員は4( i ( ) 名( $ 議員は 250名) であるが

とれら議員がー堂に曾 L て、議案の殺かい部分まーで審議

したのでは、なかなか鑑らないし、時間もかかつて大慶

である。従って、霊能め各省別に常任委員舎を鮫け て官主主

原員 ｉｊ として各議案はすぐ常任委員ｾに付託され 、 そとで

十分審議されることになっている。現在、 両院には名. k

21の常任事寄員舎があり、衆議院ぞは多< 25名( 参議院・で

は15名) の委員で構成され、各諸島院はそのいずれかを捻

雀ナる。此の外、特定の事件を審査するために、特別委

員合を設置するととができる。在外同胞l J ! 揚問題に関す

る特別者委員合苧考査特別委員合が設けられているとと

は、新聞紙上でも御存知のととと思う。

建践者喜員令は常任草委員合の一つで、建設省所管事項一

一河 )11 ・道路. { 主宅@ 建築・都市計画等 p ーーに関する法

案を審議し、務願書亭在民主裂する。常任委員舎の構成は各

業議席の』設に比例し、委員長は興業から出すことになっ

ている ο 妾る ｇ 月に閉合し＿と鋒 ｾＵ 回特 別園舎に於ける建設

委員舎の構成は、民自 2耳目、民主祭4 ( 奥業1 m2、野集部t

ｾ ＮＩ 、最土舎Ｎｾ、共建築 Ｒ 、園協黛 Ｑ 、其の他 Ｑ の都 ｪ 振で、

委員長は民自I t の浅利三朗氏であった。

各常任委員舎には議員でない2人の専門員と 2入 の 調 査

員と 2 人の調査主事が震かれている。待遇は官限で言え

ば、失点 1級官・ 2級官・ 3級官に相包ーする。そ の役目は

言 わば立法顧問とでも呼ぶペきもので、募門的智織に工

って、委員舎 の審議を助けるととを目的としている。勿

筒 、専門員は中立の立場で客観的な意見を迷ベるだけで

ー 黛- a止に腐するとと l合計されない。身分は 箇合職員で

あるが、議員事務局が園舎運管上の庶務的な仕事を権留

するのに劉し 、専門員室に於ては 、特に役員合の選管に

草野ナる智的な補佐を行う点が異っている。現衣 、11<: 券 両

院のJ : I ! 銭委員合に日名づワの専門員室の職員が居るが、

多〈は土木関係の技術者民衆議院の曹司査員として小生

が 、参議員の調査員としての中島博君が、僚かに建築部

門の技術者としてはいっているに過ぎない。

比の介、議員の宮司査研究に3をするため 、図 立 幽 合 聞 書

館がある。その「官民査及び立法考査局」に於ては立法に

役立ヲ内外の資料を蒐集、分類、盛備することになって

お p 、乙 b にも専門調査員 7名、調査員 18名の定員があ

る。叉、議員の法剰に闘する立案に3をするため、両院に

夫々法制局が設けられている。

以上はいずれも立法府の級員であるか b 、行政府の職

員である官公吏正は一腹区別されているが公務員の仲間

にはいヲている。定員は衆議院事務局が専門員室の 120

名を合めて609名( 参議員がδ27名 )、 衆議院法1 I i i J震うが 26

名( 参議員も 21，名) 国立図曾聞書館が 161名、英の{ 也君寄

千で、合せてし 350名 余 P の世平静である 。

ア メ 3 カでは常任毛色員舎の織成が大宮〈、常任容さ員長

の位置は、政策の基本を決定ナる点で 、各省大匡の上に

ある由である。専門員室も充貸 していて、量量富な費料を

ｲｩｬｕ えて十分な級官 ｅ をｾ揮 しているに遣いない。日本の 機

構は戦後の歯曾法に諺いて確立されたもので、昭和22年

4月の第 1 回 図 命 以 来 、未 だ2年 余 P の経験しか持ってい

ない。従ヲて 、現 在 のwr 、常任委員長よ P は政務次官の

方が人主主があ P 、専門員室も各行政官臓と連絡して、i ! l Ui

く資料を盤えているような獄況である。図立図曾岡容館

も、人員も揃わず、建物もできず、( 現在はもとの赤坂

隣室に仮住町、 している) 、従って未だ十分な機能を後揮

していない。

審 議

凶1設の中樋的な機能は議案の袋詰品である。本合訟は勿

E面、各委員舎 にも速記が附色、すペての殻言が記長まさ れ

る。従って、令談の主主行1' 1 さすがに秩序立っていて、事

ぶべき点が多い、 ( 新聞には昔LI到の場面しか大量〈扱わ

れないよ弓であるが… ・) 委員曾の席上でお茶を飲むと

いろようなととは経費にない。食堂宇喫茶室は別に設け

2 9  



られて居 P 、合議が終ってから各自が自由 l亡行〈。写委員

長はできるだけ短かい時間で議事が有効に主主行ずるよ弓

常に然を配 っている。

議案が図合に皐阜されると、直. ちに各常任委員合に丘

註される。委員舎では、先ず翠筆墨阜の説明( 大臣又は

政務次官が行弓) 。を聴き、質疑を行う。答縛は主とし

て政府委員である局長が賞るが、細部にわたる場合は、

読現員として、所管課長が行弓とともある。重要な法案

に劃しては公聴舎を開曹、患者や民間関係者の意見を徴

する場合もある。縁談を盆したら、討論に移 P 、各識を

代表して、賛成又は反主討の趣旨を述べ，る。と h で、議員

が大いに雄婦を怒号わけである。採決に入れば、経費多

ｾｬｴ の威力で、現在は民自主草の意向が確ｊＨに通る。他Ｚｉｴ

は部分的な修正意見等で、客観的な公正さを以て、民自

策委員を動かし得た場合にのみ、その意見が反映される

但し占領下の現在に於ては、更に G. H. Q. の最高方針が

此の上にある事を知らねばならぬ。従って、原案の提出

にG・H ・Q・のアプノレーグが必要であるばか P ・でな〈、と

れを修正した揚合には、更にもう一度アプルーグを取る

必要がある。きて、議案が委員曾を通れば、本合識に於

て委員長の報告が行われる。とれに劉して、再び昔守論を

許されるが、時間を節約する意味で、大抵少敵. の反釣

意見を述内之る俊曾のみが奥えられる。そして、 Eまちに採

決に入上起立多散を以て、委員長報告ー遜 P 可決される

のが定石であるＨ常任委員舎の多量ｾｾは本合訟の多量主黛

なのだから・・…) 。

以上によって明らかなよろに現在は本令議は形式的で

あって、審議の3主体は夫々の常任宅島員舎に在ると言える

此方式は各委員が専門的な研究をして、法案を慌盟主に審

議するには適しているが、 一方、 議員が図ｾ全般の智識

を養ろには手首k 飲ける点がある。その意味で少くとも提

案理由の説明までは本令首長ですベきだという設もある。

各 ｾｬ 革のｾ王者問査曾と常任委員舎との関係はど弓なる

か一一多政策の政務盲目査舎で決定した政策は、宅委員長を

遜 じ て 夫 々 の 常 任 委 員 舎 に 反 映 さ せ る と と は 容 易 で あ

る。重要法案に封ずる賛成、反重量又は修正等の態度決定

も各1 ¥の政務関査留で行われるのであら号。しかし、少

数黛の窓見方: 遜らないのは前記の遜 P で、従って審議未

了に終らせるための引延し作戦、其の他正攻法でない方

法もやむを得ず採られる結果となる。蛍然の ζ とながら

園舎に於ては、何と言っても、先ず段を獲得する診が、

政策を'n且する前提燦件である。

第 5 圏 曾 の 成 果

係 Ｕ 団関 ｾ は総選撃後始めて召集された特別図曾で、

本 年2月11 日から去る 5 月末日まで長期に豆って開催され

30 

た。その成果の弓ち、建設関係のものを拾って見よ号。

最初「住宅金融金庫法案」ゃ「庶民住宅臨時措置法」等

が提出される筈であったので、自分の橡償して活動すべ

き問題も多いととと ハ P 切って居たが、前者はドツジ・

ライ y に、よる珠算措置 で 撹され 、後者は者1市 計 画 法 との

調整が未だ十分でなく、旦庶民住宅の計画そのものも議

算の関係で傘滅されたため、主霊に提出さ、れずに了った。

建設委員曾で取扱った法案は建設業法案、水防法案、犀

外際告物法案、測量E法案、特別都市計画法の一昔容を改正す

苔法案等で、夫々障告々原案通 P に可決された。建設省設

置法のー認を改正する 法律案や特別調達法案等は内閣委

員舎の所管で審議されたが、建設委員曾からも、意見の

申入をして、一部修正も行われた。前者に関しては、か

ねての懸案であった綜合建設省賞現に関する論議がｾで

あったが、結局各省との折合が時間的に間に合わず、遂

に行政制度審議舎へ持越される結果となった。若し、此

の審議舎で、その安蛍1生が認められれば、次期園舎に於

て、再び法の改正が行われるととになる。

建設業法は統に公布されたので、骨曹長御承知のととと

思号が、業者の登録を行い、且建設業審議舎を設けて、

その健全な護主主を圃らろといろ趣旨である。賞際に、法

の趣旨がｾ成されるかどうかは、今後の運管に懸ってい

ると言える。

今期の終 P に近〈、 5 月20日に各. 共同提案による「住

宅等建設促進に闘する決議集」が上提言れ. 民自: 匙の鈴

木仙八氏( 現、建設政務次官) の趣旨鮮明があって、異

議長な〈可決された。とれは、別演の如＼ｾ君事山の内容を

持つものであるが、統制緩和に霊せする民自業の意向が張

〈反映されている。

筒、閉舎中にも審議を縫績するため、 11名の委員より

成る。「住宅復興童話策小委員金」が設けられた。目下活

動を準備中であるが、資金問題の解決に主力が注がれる

筈である。

苦言願はt車、数225件 が 建E党委員曾に付託されたが、 1件を

除〈外、全部採決されて、とれを・内閣に皇室った。その内

認は、河 JI l 関係 122、道路関係、71、都市関係12、 建 築 関

係9 となっており、土木方面が屋倒的に多い。

先 生 の こ と な ど

な ι

園舎の中では議員を「先生」と呼ぶ慣わしであ三九t.

ぃ。年下の議員もあるので始めは妙な然もしたが、大勢

巴申んのー

に 順 慰 し て い る ろ ち に 、 大 分 ス ム ー ズ に 呼 ベ る よ う に

なった。「先生と呼ばれる程の… 」とい弓川柳もあるので

自ら慰めているが、然し、園舎の中では、何と言っても

先生にならねば弓そである。議員と臓員と・では白裏の殿

堂 へ の 出 入 口 も 遣 え ば 、 食 堂 も 逮 う 。 緋 の カ ー イ ツ ト



を数きつｾた廊下を歩〈とと〈らいが、僅昔、に許された

等しい権利である。自分の柄ではないが、早〈建築技術

界からも先生を皇室ヲて、関係法案の審議に専門的立場か

ら、堂々の降を張って貰いたいものと期待している。

議員は大体に於て僚に人ざわりがよい。さすがに金図

民の奥五置を協って選出されて来た人々だけあって、失々

に何かよい特質を持っている様な書患がナる。特に人情の

機微に遜じていて、所関勿体ぷらない点は官僚の大いに

李ぶべき点だと思われる。H l . し署長員舎の席上等に於ては

大臣や局長を散々にやっつける事もあるが、それが個人

的なものに亙らない限 P 、決して嫌味なものではない。

職員の方は古い人が多いせいか、儀式ぼった点ゃ階級

的な所など割合に封建的な感じが残っている。職員組合

毒事も、 Z参議院はともか〈、衆議院の方は余! 1 ' / ' 舌般に動い

ていないよろである。もっとも専門員室の者はー感除外

されているので、詳しいことは分らない。専門員室内部

はー繁一淑の感じで、未だしつ〈りした歯車 りができてい

ない。とれは職務の性質によるものだらうが、 今後は自

分塗の力で、ぽつぽつとでも、近代的に組織化された{ 動

きよい験場として行かねばな h ないものと考えている。

イ壬: 宅等建設促進に関する決議

終戦以来 4 年に丞々とする今回、住宅不足は依然とし

て深刻であ P 、建築復興は前途なお速いものがある。

しかるに、住宅の建築に関しては、 3を金その他の隊答

があ P 、叉一般に建築に関しては現行制限が余 P にも鍛

重であって、とれ b のととが住宅の復興を日且答しつ h あ

ると認められるか b 、とれらの隊苦手を除去し、制限を緩

和ナるととは図民ゅ切j j ( なる要望である。

よって本院は政府に劉し速かに次のように矯置するよ

ろE警官官する。

1、住宅事託金に腕し特別の措震を務ずるとと。特に、

策要足並びに橋災復省住宅に針しては建築の妨げとな

る租税を減免すること。

1、住宅に隠する l 5坪の建築制限を緩和し、一定規模

以上の IJ 、住宅にづいては許可帝IJ を撤駁する事。〈註)

Ｑ 、職災谷市で区 ｾｭ 賢建の換地が決定した直域につい

ては、特に建築制限を緩和する ζ と。

1、消防法による建築物の防火に関する制限と市街地

建築物法の制限とは重復するから、とれを統一する

毒事適官官な措震を講ずるとと。

1、公俸による耐震耐火の文化的集固住宅を建設する

とと。

右決議する。

( 註) 此のととは臨建規則の改正によ! 1 7月1日か h :Jt施

に移されることになヲ? と。

( 筆者・衆議院建設委員専門員〉

臨 時 建 築 制 限 規 則 の

改 正 に つ い て

小 寺 保

六 月 十 一 日 付 の 経 済 安 定 本 部 訓 令 第 二 十 五 載 の

主 旨 に 従 ひ 、 臨 時 建 築 制 限 規 則 が 六 月 三 十 日 に 全

面 的 に 改 正 さ れ . 七 月 一 日 か ら 施 行 に な っfこ。

今回の改正は資材の需給紋況が相経来日しつ〉あ

る 現 欣 lこ鑑みて主として住宅建築を容易にするこ

と を 狙 つ に も の で 、 元 来 指 定 生 産 資 材 を 硲 保 し 之

を最も緊要な用途に充賞する: m の臨時物資需給調

整 法 に 基 〈 も の で ゐ る か ら 、 不 要 不 念 の 建 築 芳 し

くは用途草壁更についての禁止又は制限は暮々従官庁

通 り で あ っ て 改 正 規 則 の 要 点 は 次 のi湿りである。

一 、 腸 出 の も の

〈 イ 〉 住 宅 の 制 限 が 緩 和 さ れ て 、 一 戸 嘗 り の 延 坪

裁 が30坪 迄 は 建 て ら れ る こ と に な り 、 そ の 手 摘

も 従 来 の 許 可 制 が 外 さ れ て 、資材の魯l嘗 申 請 を

粂ね? こ届害によって強め知事に届出ることにな

っ? こ。但しこの緩和の取扱いは、埼築の場合に

は既存部分の床面積を加えて ｾｏ 坪以下 、改築の

場 合 に は 既 存 部 分 の 床 面 積 に 関 係 な 〈 改 築 面 積

カ; 30坪以下の場合に限られる。

Ｈロ〉生産施設や公共用建物の維持 Ｓ 長哩のｾ必要

な 僅 か の 築 迭 を 容 易 に す る 意 味 で 工 場、率校、

病院 lk ぴ 公 共 圏 休 の 施 設 等 に お い て は 、 問 一 四

牟 期 内 に 築 造 す る 建 築 物 の 床 面 積 の 総 計 が30坪

以 下 の も の 、 又 は 使 用 資 材 が 一 定 数 量 の 範 囲 を

超 え な い も の は や は り 強 め 知 事 に 届 出 る こ と に

なっ? こ。イE しこの場合注意を要することは築主主

に 要 す る 資 材 の 割 嘗 申 請 手 績 で あ る 。 即 ち 住 宅

の場合と異り 、届 出 る 前 に そ れ ぞ れ の 用 途 の 主

務 官 鹿 ( 例 え ば 肥 料 工 場 な ら ば 農 林 省 、 機 械 工

場 な ら ば 通 産 省 〉 に 射 し て 指 定 生 産 資 材 容l蛍混

則 に よ る 手 績 を し て 、 安 材 の 曾l常、を支りておか

なりればならない。

〈ノ、) 7Kカ 夜 電 所 、 工 事 現 場 に お け る 工 事 用 仮 設

建 築 物 及 び 九 十 日 以 内 の 存 績 期 限 で 丸 太 夫 幕 又

はよしす・の類を使用して仮設する建築物は 、 坪
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数に開f系な〈届出ることになっ 7こ。

( : ) 料亭、カフヱ戸、劇場等の禁止建物以外の

建築物の移轄、補修叉は建築物に附帯する設備

の築澄も届出制になっ f こ。

二、原則禁止のもの

料率、カフェ{ 、ダンスホール及び映蕗舘等の

不用不念の建築物の築士童、移輔、補修叉は用途

愛更の制限は従来と殆ぎ饗りな〈原則禁止であ

るが、前述の遊興娯業関係の建物以外に今回新

? こに制限の務、化されにものには操業度の低い工

場、事業場の築士監がある。即ち建設省告示第六

百五十六蹴の建物に就ては、建設省告示第六百

王十七競に定められに特別の場合を除いては築

造禁ー止になっ7こ。但し前述一、 ( ロ〉の30坪以

下の届出の場合、及び届出を要しない微量資材

による移縛、補修及び附帯設備の築造の場合等

はこの制限から除かれてゐる。

三、大匡許可のもの

原則禁止建物以外に、建物の用途や施設の種類

叉は建物規模や所要資材量より大臣許可を要す

るものは、大休従官官と余り習をりはないが今回次

のように定められ 7こ。

( イ〉比較的緊要度のイまい建物J即ち集合場、問

覧場、舞踏教習所、料等、カフヱー等を除い

? こ髄飲食応、喫茶庖及ひ' 放舘等の築造で延坪

30坪以上、叉は使用資材が一定政量の範闘を

超え fこものイ巳し坪数の計算は地築の場合既存

部分を含める。街、親覧場( 野球場のような

もの〉や競馬場等の用途が新Tこにう寸こわれて

劇場等の禁止建物と別な常、扱いとなっ? こ。

( ロ〉公、私立の大事及びこれに附属する施設

や、都道府鯨に恩する磨、舎の類並に密薬品用

具の製造、調剤、販賓の f こめの施設で、延坪

30坪を超えるもの。

Ｈハ〉坪数に開係なく外貨をｾ、て購入する資材

を使用するもの

( エ〉延坪 100坪を超えるもの叉は所要資材が

一定数量の範囲を超えるもの、イ旦し幼稚園、

小事校、中皐校叉は高等製校等は知事の許可

である。

( ホ〉坪数に関係な〈登録貿易業者が築士をする

建築物

回、知事許可のもの

3 2  

知事に届出を要するもの及び建設大臣の許可を

要するもの以外の建築物の築澄はさを部知事の許

可を受けなければならない。伺し微量資材や指

定生産資材以外の資材で建築物を移縛し、補修

し、叉は建築物に附帯する設備を築遣しようと

するときは許可も届出も要しない。叉災客救助

法による場合や建設大臣が指定しにものについ

ても亦問綴である。

既存の建築物を比較的緊要度の低い建物即ち

集合場、査院舘、料亭、カフエー等を除いf こ軽飲

食居及ひ' 喫茶庖等の用途に供する場合、又は昭

和二十三年七月一日以後において新築竣功しに

住宅を性宅以外の用詮にかえる時、並ひ' に昭和

二十二年二月九日以後に新築竣功した住宅を模

様替して一戸の延坪30坪以上にしようとする時

は知事の許可を受けなりればならない。前知事

が許可する時は建設大匡の定める基準によらな

ければならないが、前記基準により難い事項叉

は定めのない事項については建設大臣の承認を

得て別に基準を定める事が出来る様になった。

五、その他の諸点

( イ〉官官述四、イR誓の許可も届出も要しない住宅

等の建築物並に門、堺、物干等この規則から除

外されTこ工作物の資材申請は届出の校ー式を用い

て知事に提出すればよいことになっfこ。

( ロ〉着工、竣功の屈は従前築澄主と工事施工者

との蓮帯責任であっ? こが施工者丈の義務となり

建築物の竣功裏の掲示は築士室主の義務となった

( ハ〉改正官官の規則では、築造に移将、修繕並び

に鑓更も含められ? こが今回移輔、補修は築遣と

別に定義され? こ。

以上許可を要する建築物は、許可を受 η Tこ後で

なければ着工出来ないことは言を要しないが、届

出のものであっても知事の承認がめつにときか、

その他特別の場合の他は居書受理の日から十日聞

を経過しなげれば工事に着手してはならないこと

になってゐる。又届警が受理され? こ場合でも、知

事は資材の取得等について不疋があると認めにと

きは工事の潜三子延期を命す' ることが出来る。前市

街地建築物法、問関係法令又はバラック令 lこ基い

て許、認可の併願をするときはその許、認可を受

付 Tこ後でなげれば着工出来ない事は常然である。



建設省令第九競

臨時物資需給調整法( 昭和二十一年法律第三十

ご 説3 に基寺、臨時建築制限規則( 昭和二十三

年建設省令第二就〉の全部を改正する省令を女

のように制定する。

昭和二十四年六月三十日

建 設 大 臣 差 是 谷 秀 女

臨 時 建 築 制 限 規 則

( 用 語 )

第 一 俊 この省令における用語ば左の例による

一、建築物れれ士地に定着し屋根及び柱又は

塁主体を有する工作物、賢告、展覧、概覧等の

七めの工作物及び地下又は筒架工作物内に設

ける事務所、応舗、倉庫の類をいう、

ご、建築物に附帯する設備とは、建築物に附帯

鮭 1

する電気、ガス、給水、排水、珪室、暖房、

給湯、浴槽、 7K洗便所、海イぽ昔、調理及び昇

降の設備をいう。

三、築澄とは、建築物の新築、増築若し〈は改

築〈災犠等によって使用し得ない程度に破損

しfこ建築物の修理を含む〉又は建築物に附帯

する設備の新設増設若しくは改遣をいう。

四、移轄とは、建築物を解体することな〈、曳

移縛することをいう。

豆、補修とは、建築物を修理し又は模様替をす

ることをいう。

六、指定資材とは、指定生産資材割嘗規則〈昭

和二十三年総理廊令、法務臆令、大戴省令、

厚生省令、文部省令、商工省令、農林省令、

運総省令、遁信省令、害事働省令第一読〉第一

僚により指定されf こ指定生産資材を L 、ぅ。

〈 料 亭 等 の 築 造 等 の 制 限 〉

第 ご 僚 左 に 掲 げ る 用 途 に 供 す る 建 築 物 を 築 遺

し、移蒋し、若し〈は補修し又は既存の建築物

置主 2  

を新fこに左に掲げる用途に供しではならない。

但し、法令に基〈行政臨の民主分若し〈はこれに

E堅守るゃなを得ない事由のある場合、史容によ

ち蹴失し若し〈はき損し 7こ場合又は左に掲げる

用途に供する建築物が著し〈不足する直域にお

いて、指定資材を使用しないか若しくはその使

鮭 S

用量が之主の場合において、建設大臣の許可を

受 ｾＱ こる場合は、この限りでない。

イ、斜亭、待合、貸席

口、特殊飲食底、カフエー

ハ、舞踏場〈舞踏数習所を除< 0) キャパレー

= 、劇場、映畜館、寄席

( 操 業 度 の 低 い 工 場 、 事 業 場 の 築 造 の 制 限 〉

第 三 僚 工 場 又 は 事 業 場 の 臆 す る 業 種 の 平 均 操

業度が著し〈低い fこめ、これ以上の建築が生産

賓の増加又は資材の浪費をきにすものについ

て、経済安定本苦s総設の定めるところにより、

佐 4

建設大臣が指定する業種に属する工場又は事業

場は、第八僚又は第十僚の規定に該賞する場合

を除き、これを築遣しではならない。但し、工

場若し〈は事業場が災容によって滅失し若し{

はき損しに場合又は経済安定本部総裁の史める

陸 S

方策に基いて建設犬巨が定める場合において建

設大臣の許可を受け? こ場合はこの限りでない。

( 建 設 大 臣 の 許 可 を 要 す る 建 築 物 〉

第 四 保 左 の 各 競 に 掲 げ る 建 築 物 を 築 造 し よ う

とする者は、建設犬医の許可を受げなげればな

らない。但し、経済安定本部総設が認詮しに公

共事業に係るもの及ぴ建設大臣が経済安定本部

総裁の承認を受けて都道府牒知事に指: 示しTこも

のについては、この限りでない。

一、左に掲げる用途に供するもので、床面積

( 場築の場合は既存部分の床面積を加算す

る。〉が百平方米を超えるもの又は使用する資

材が木材百二十石( 素材〉、セメント二班、

塵延鋼材三百庖若し〈は板硝子三百平方尺の

うちいづれかのーを超えるもの。

ィ、集合場、概魔場、展覧場の類

ロ、競馬場、競輪場の類 ハ、舞踏教習所

: : =. _ 遊技場 ホ、マーケット

へ、軽飲食底、 ( 料亭、待合、貸席ぉ特殊欽

食底、カフェ戸及ぴキヤパレ戸を除< 0  )  

ト、喫茶底 チ、鉄館

P 、下宿屋 ヌ、宿泊所

二、左に掲げる用途に供するもので床面積百平
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方メートルを超えるもの。

イ、公立及び私笠の犬事( 皐校設育法( 昭和

二十三年法律第ご十一蹴〉第九十八僚第一

項の規定による大率、大事事象科、高等皐校

専門皐校及び教員養成諾皐校を含む 。〉及び

これらに附属する施設並びに閣安の支排に

よらないで築透する文部省所轄の図立皐校

その他の施設。

ロ、都道府豚に麗する鹿合、事務所の類

ハ、薬事法〈昭和二十三年法律第百九十七競〉

に基〈密薬品又は用具の製法、調剤又は版

賓のfこめの施設

三、主務大臣が定める手績により外貨をもって

購入する資材を使用するもの。

回、床面積三百三十平方メ F トルを超えるもの

又は使用する資材が木材四百石〈素材〉、セ

メント七酒、歴延鋼材一越若し〈 は板硝子千

平方尺のうちいづれかのーを超えるもの( 皐

校教育法による小謬校、中皐校、筒等皐校、

盲事校、聾事校、養護皐校] k ぴ幼稚厨，並びに

第八僚第一項第三説、第四披及ぴ第五量発に掲

げるものを除 ( 0 )  

豆、建設大臣の指定するもの

〈整録貿易業者が築造する建築物〉

第 五 保 登 録 貿 易 業 者 は 、 建 築 物 を 築 造 し よ う

とするときは、建設大臣の許可を受けなければ

ならない。

2 、登録貿易業者は、主務大臣が定める乎績に

より、外貨をもって購入する資材を使用する

場合を除き、床面積百七十平方メ戸トルを超

える木造の住宅を築遣しではならない。

( 都道府牒知事の許可を要する建築物)

第六僚第二傑イ亘書、第三僚イ亘書、第四僚、第

五俊第一項、第八僚若し〈は第十僚の規定に該

嘗する場合又は建設大臣の指定する場合を除き

建築物を築澄しようとする者は、建築物の所在

地を管轄する都道府鯨知事〈以下「知事」とい

う。〉の許可を受t 1 なければならない。

2 、既存の建築物を第四保第一読に掲げる用途

に供しようとする者又は昭和二十三年七月一

目以後において新築によち竣功し? こ住宅を住

宅以外の用途に供しようとする者は、知事の

3 4  

許可を受けなければならない。

3 、昭和二十二年ニ月九日以後に竣功しに住宅

を、模核替等により一戸の床面積百平方メー

トルを超える住宅にしようとする者は、知事

の許可を受けなげればならない。

( 知事がする許可の規準等〉

第 七 僚 知 事 は 、 こ の 省 令 に よ る 許 可 を す る と

警は、建設大匡の定める規準によらなりればな

らない。

2 、知事は、特別の事由により前項の混準によ

り縫い事項又は前項の規準に定めのない事項

iこついては、建設大臣の承認を得て別に規準

を定めることができる。

( 届出を要する建築物等〉

第 八 保 左 に 掲 げ る 建 築 物 を 築 造 し よ う と す る

者は、あらかじめ知事に届出なければならない

一、一戸の床面積〈増築の場合は既存部分の床

面積を加算する。〉が百2 f ' 方メ戸ト J レ以下の

住宅

二、左に掲げる用途に供する建築物で同一四牟

期におr いて築遣する建築物く第二僚及び第四

僚第一践に掲げるものを除( 0) の床面積の融

計が百平方メ戸トル以下のもの又は築士宣す る

建築物に使用する資材が、木材百二十石( 素

材〉、セメント二酒、歴延鋼材三百旺若し〈

は板硝子三百平方尺のうちいす・れかのーを超

えないもの。

イ、工場、事業場

ロ、事校敬育法による皐校

ハ、病院、診療所

ェ、設立について行政醸の許可又は認可を要

する法人の施設

ホ、公共圏休の施設

三、 7. k カ費電所

四、工事現場におりる工事用仮設建築物

五、九十日以内の存績期間で丸太、天幕又はよ

しすもの類を使用して仮設する建築物

六、建設大臣の指定するもの

2 、建築物( 第二僚に掲 げ る 用 途 の も の を 除

(  0) を移轄し若しくは補修し又は建築物 iこ附

帯する設備を築造しようとする者は、あらか

じめ知事に届出なげればならない。



く 居 間 の 場 合 の 着 工 の 時 期 の 制 限 〉

第 九 像 前 僚 の 規 定 に よ り 届 出 を し f こ者は、知

事( 安口事が届出の経由機闘を定め? こ場合におい

ては第一次経由機関〉が嘗該居書を受理し? こ臼

の翌日から起算して十日聞を経過し? こ後でな η

ればその工事に着手してはならない。イE し、知

事の承認があっ? こ場合又は災害のあっTこ直域に

おいて、地方公共闘休若し〈は権災のあっ? こ日

の翌日から起算して六十日以内に建築物を築迭

し、移将し若しくは補修し又は建築物に附帯す

る設備を築澄しようとする場合は、この限りで

ない。

2 、知事は、官官僚の規定によち届讐を受理し fこ

場合において、建築物に使用する安材の取得

について、不正があると認められるときその

他特別の事由があるときは、その理由及び延

期すべき期聞を示して、官該建築物叉は建築

物に附帯する設備の工事の着手の延期を命や

ることができる。

( 許可又は居間を要しない場合〉ー

第 十 僚 建 築 物 を 移 轄 し 若 し 〈 は 補 修 し 又 は 建

築物に附帯する設備を築迭しようとする者は、

左の各競に該賞する場合 lニは、許可を受l 1 又は

届出することを要しない。

一、左の指定資材を使用する場合

王石( 索材〉以下の木材

五十E 以下のセメント

二託以下の釘

六平方尺以下の板椅子

五メ戸トル以下のコード

三、指定資材以外の安材を使用する場合

2 、建築物叉は建築物に附帯する設備を築遣し

移轄し又は補修しようとする者は、左の各蹴

に該嘗する場合には、許可を受げ又は届出す

ることを要しない。

一、災答救説法( 昭和二十二年法律第百十八

続〉に基き、都道府鯨知事又は市町村長〈特

別班長を含む。〕が救助の fこめにする場合

笹 島

ニ、建設大臣の指定する場合

〈申請書. 届書等の提出〉

第十一保 この省令により許可を受げようとする

者は、別記様式ーによる許可申請書正副こ遇を

又は届出をしようとする者は、別記犠式二によ

る居害を、建設大臣又は知事に提出しなげれば

ならない。

2 、前項の許可叉は届出と同時に、指定資材〈

指定生産資材割嘗規則第一保附表第三の建設

省以外の主務官鹿に係るものを除< . 0) の事j営

を受けようとする者は、指定生産資材望書l首 規

則第三僚による申請に代え、前項の申請書又

は届害に所要の事項を記載するものとする 。

3 、建設大臣又は知事は、第一項の申請書又は

届書の提出があっTこ場合において、必要ある

ときは、所要の書類の提出を命す' ることがで

きる。

4 、この省令により建設大臣 lこ提出する申請書

は、第四後第三競7 J < ぴ第五保第一項に規定す

るものに開するものを除〈の外、知事を経由

しな狩ればならない。

( 居 間 務 誼 の 交 付 )

第十二依 知事は、前保第一項の規定による居容

を受理しにときは、遅滞な〈別記様式三による

届出済置を築遁主に交付しなｾればならない。

( 指定資材の割嘗〉

第十三保第十一俊第一項の申請書又は居書の提

出があっ七場合において、建設大臣又は知事は

指定資材の劇賞申請に基き、その指定資材の制

嘗を決定したときは、申請者tこ劃し指定生産資

材割営規則による需要者割営鐙明書( 以下「観

賞詮明脅」という〉を交付する。

( 許可又は居間を要しない建築物等に妻せす

る資材の割嘗〉

第十四保 この省令により許可又は届出を要しな

い建築物若し〈は建築物に附帯する設備又は

門、へい、物干その他の工作物を築遣し移轄し

又は補修しようとする者は、指定資材( 指定生

産資材割官規則第一保附表第= の建設省以外の

主務官臆に係るものを除< . 0) の割官を受けよう

とするときは指定生産資材費副首視則第三僚の申

請に代え、別記模式二の局書に所要の事項を記

載して、これを知事に提出す るものとする。
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2 、知事は、前項の申請書の提出があっfこ; 場合

その指定資材の警告l嘗を決定したときは、申請

者に劃し、宮j 嘗詮明書を交付する。

( 資材の割嘗許霊〉

第十五僚建設犬臣又は知事は、指定資材の釦j官

の計壷を? こでるときは、指定生産資材書評j 嘗規則

第一僚の附表第二の主務官鹿の意見を徴するも

のとする。

〈許否の慮分の期間〉

第十六傑建設大臣叉は知事が、第十一保第一項

の申請書を受理し? こときは、知事〈知事が申請

書の経由機関を定め? こ場合においては第一次経

由機関〉が営該申請書を受理しに自の翌日から

起算し、建設大臣においては六十日以内に、知

事においては三十日以内に、許否を決定し申請

者に通知を設するものとする。

2 、建設大臣又は知事が営該申請について、申

請者に衡し、文書によち、前項に規定する期

間内に、理由を示して、許否の庭分をするこ

とができない旨の通知又は照合を設し? こ場合

〈あら? こめて通知又は! 照合左設し? こ場合を含

む。〉においては、前項の期間 の起算日は、

その誼知を褒し、又はその照合に霊きする回答

を受vJ 1こ自の翌日とする。

3 、建設大匡は、通信、交通機関等の欣況 tこよ

り、必要があると認めるときは、第一項の期

間に闘し、別段の定めをなすことができる。

( 標札の掲示等〉

第十七像築法主及ぴ施工者は、工事現場の見易

い所に、連名で、別記様式四による築造許可済

又は別記稼式五による築造届済の標札を掲げ、

E 築士宣主は、官該現場に許可詮若し〈は届書又

はその鶏のいづれかを備えて置かなりればなら

なし、。

( 無許可、無届建築物の施工禁止〉

第-; - 八保何人も、築謹の許可又は届出を必要と

する建築物及び建築物の附常設備で築造の許可

を受付す・若し〈は届出をしない場合又は第九保

第二項の規定により工事の着手の延期を命ぜら
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れTこ場合には、その工事を施工しではならない

( 着工、竣功、工事取止居及び建築物故功

票)

第十九僚工事施工者は、工事に着手し fごときは

別記様式六による嵐書を又は工事を竣功しにと

き若し〈はその工事を取りやめ? こときは、別記

様式七による届書を遅滞なく知事に提出しなけ

ればならない。但し、第十保第一項及び同僚第

二項第一読に該嘗する場合はこの限りでない。

2 、築士重主は、別記様式八による建築物竣功票

を築造しに建築物の見易い庭に掲げて置かな

げればならない。

( 許可の失効〉

第二十保築謹叉は用主主撃を更の許可は、許可のあ

つ? こ白から三ヶ月以内に、工事に着手しない場

合又は許可され? こ用主主に使用しない場合には、

その苦労力を失う。

〈指定資材の使用及び底分〉

ー第二十一保第十三保又は第十四僚の規更により

事担] 営を受け? こ指定資材は、第十一保第一項の申

請書若しくは酒害又は第十四保第一項の申請書

に記載しに工事以外に使用し又は底分しではな

らない。イ旦し、建設大匡が割嘗詮明書を交付 し

? こ場合には建設大臣の、知事力噛l嘗詮明書を交

付し? こ場合には知事の指示があっ? こ場合又は建

設大臣若し〈は知事の承認を受付? こ場合は、こ

の限りでない。

( 未使用の割嘗霞明書及指定資材の鹿分〉

第二十二俊 指定資材の割嘗を受け? こ者は、左の

各誌のーに該嘗する場合においては、まに使用

してゐない割嘗詮明書があるときは、これを建

設大臣が交付し? こ割嘗詮明書にあっては建設大

臣に、知事が交付し? こ害1J 官設明書にあっては知

事に返湿しなければならない。又 ｾｊ 嘗を受付 ｦ こ

指定資材でま? ご使用してゐないものがあるとき

は、その鹿分につき前段の直別により建設大臣

又は知事の指示を受りなげればならない。

一 . 工事が竣功し? ことき。

ご、工事を取り止め f ことき。



三、築設の許可を取り摘されfことき。

四、第二十僚の規定により築造の許可が失効し

fごとき。

2 、建設大臣又は知事は、疋嘗の理由がな〈し

て工事の竣功が、その殻定期日より著るし〈

遅れている場合には、指定資材の割嘗を受け

? こ者に撃すし、その割常を受 trHこ資材でまで使

用してゐないものの底分につき、必要な指示

をなすことができる。

( 報告、臨検及び検査〉

第三十三保建設大臣叉は知事は、左に掲げる事

項につき築主室主、建築物の用途をきを更し? こ者又

は工事青島工者から報告を取ることが出来る。こ

の場合において、報告がなされす又は報告が鹿

備と認められるときは、態宣大臣又は知事は、

営該官吏又は吏員に建築物及び建築物に附帯す

る設備に臨検し、必要な物件を検査させること

が出来る。

一、指定資材の使用

二、工事の施工

三、建築物及び建築物に附帯する設備の欣況

2 、前項の規定により嘗該官吏又は吏員が臨検

する場合には、建設大臣又は知事が設行しに

その身分を示す詮票を携帯し、 E つ関係者の

求めに際じてこれを示さなt 1 ればならない。

( 違反建築物等に劃する慮分〉

第二十四僚建設大臣叉は知事は、この省令又は

この省令に基いてなす底分に違反して建築物若

し〈は建築物に附帯する設備を築遣し、移轄し

若し〈は補修し叉は建築物の用途を愛更しf こ者

に釘し、首該建築物若し〈は建築物に附帯する

設備につき、改築、用途の慶夏、工事の中止そ

の他必要な措置を命じ叉はその使用を制限若し

( は禁示することができる。

( 纏限の委任〉

第二十五僚知事は、建設大臣の指示があるとき

は、第十三保及び前二僚の規定による建設大臣

の権限の一部を行使することができる。

2 、前項の指示は蓮設大匡が告示を以てこれを

盆書する。

( 不服の申立〉

第二十六傑 この省令により許可ｾ申請し叉は属

出をし? こ者は、建設犬臣又は知事の底分に劃し

て不服のあるときは、書面をもってその理由を

明らかにして、経済安定本部線設に之を申出る

ことができる。この場合において、建設大臣の

底分に釘して不服のあるものは建設大臣に、知

事の底分に聖母して不服のあるものは建設大臣及

び知事にその書面の潟を詮付しなげればならな

L、。

( 知事がなすべき報告〉

第二十七保知事は、左に掲げるものについて、

建設大臣の定める様式により毎月報告書を作

れ翌月十五日までに、建設大臣に報告しなげ

ればならない。

一、知事がなしに築遣の許可及受理し? こ居

ニ、第十三保若し〈は第十四僚の規定により知

事が勘l筈; 詮明書を交付して劇賞をし? こ指定費

材の数量

三、第十九僚の規定による着工扇、竣功届及び

工事取止扇

四、第ご十僚の規受による築造許可の失効

五、第二十，一保イE害により指示若しくは承認し

穴場合叉は第二十二僚の規定により劇賞詮明

書が返還されに場合若し〈は知事が指示した

場合におげる指定安材の微量

六、建設大臣が指定するもの

附 則

1 、この省令は、昭和三十四年七月一日から施行

する。

2 、改正前の臨時建築制限規則施行前になされに

行震に謝する罰則の遁用及び臨時建築等制限規

則( 昭和二十二年間令第六競〉第十九僚の規定に

よる E草分については、臨時建築等制限規則は、

なお、その効力を有する。

3 、昭和二十四年六月三十回以前に改正以前の臨

時建築制眼視則に基いて提出されTこ申請書及び

向日以前にし＿こ行 ｾｃ 前項にかかるものを除

(  0) については、なお従前の例による。
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様 式 ー 臨時建築制限規則による許可( 及び資材割嘗) 申請書

]  . ィ 申 請 者 の 住 所 氏 名 又 は 名 穆 牧入印紙貼附楠 建 設 省 受 付 官 公 隠 記 載 禰

資材制蛍を申請 Ｈ該食倒 ｲ ｊｩに ｏｾｐ
ロ 工 事 施 工 者 又 は そ の する場合はとの を附す〕

代理人の住所氏名 欄に50闘の l肱入 築 建 場 所

2. 建築物の般地の地名呑滋 印紙をはるとと

産業部門別分類 君事 部

( 中 分 類 〉 都港府馬車、

3. 建築物等の主要用/ 例えば位宅なら 0 0工 場 労 務1 受 付 市 戦 災 都 市

主主2t び利用目的 1者住宅のように記載するとと j

部 非戦災都市

4. との申務を必要とする詳細な理由

建 物 用 途 別

5・工事種別 新 築 増 築 改 築 移 車 事 補 修 市直役所地方 専 用 住 宅

( 該嘗文字を O で毘むとと〉 用 途 俊 更 新 設 指 紋 gcc痘 事 務 所 受 付 ' "  漁 霊長

共 同 住 宅

ＶＮ イ練ｾ戸数建築床面積工事強用主主事豊更の揚会は
寄 宿 舎

面 積 務、算事買従前の用主主 合 宿 所

建 申 請 ( 共同住
唐作錦業場併用併用生住一室宅一築 宅につ

苦 担 分 い て は 村 役 場 場

物 戸 数 〕 卒 方 米 卒 方 米 千 岡 町 その他併用住宅

の ロ
受 付 公 共 用 建 物

内 申 館 側 戸 敏 言 葉 床 面 積 戸 建 築 面 積 床 面 積 商 業 用 建 物

容 以 外 一一一一 イロ 工 業 用 建 物

の部 の 特 殊 用 途 建 物

分 4 卒方米 ZF方 米 合 計 卒方米 卒コタ米 そ の 他

竺到
i  部分 Z物 D J事

222|帥 名 「 事 種 別i 型 式 叡 掌 | 協 力 容 量 等 ! 町 そ の ク

ー す 捌 l  

費 材 名 I  ; 単位 | 使用車主盆 | 使 用 重 重 量 内 鐸 |  査 定 割 償 ( 官 公 聴ii i 3輩官補〉

I  ........... I  ｾｭｬ｡ ＮｷＮＮ＠ I手持駁震 l 寄噌申稀駁盆 |査 定 数 盆 |今期制官数量 |後 期 割 蛍 段 盆

1 木材〈紫材) 石

建 2 釘 庖
|  

3 セ メ y ト "  

築 4 板 積 子 平方尺

b  

用 品

7  

9. 許可の日よ P 綾ヱまでの期間
ヶ月

10. との申請に係る建築物に闘し臨時建築等制限規則l又は臨時建築制限規則によ P 許可を受け又は屈尚した乙

とがある揚合は許可を受け又は届出した事項

11. 上犯の遜 P臨時建築制限規則による許可〈及び安材銅賞) を申請しまナ。

との申請に記裁の事E買は事3置に相違あ P ません。

申 官 育 者 の 氏 名 又 は 名 稀 印

昭 和 年 月 日 エ疹施工者又はその代理人の氏名印

建 設 大 臣 殿

知 事 殿
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E午 可

と の 申 簡 を 許 可 ナ る

官

会

用 途 ( )  工 事 館 別 〈 〉 床 面 積 〈 平方米〉

• 
燈

ー手

建 設 大 匡

明
都 立 主 府 際 知 事

欄

月

蛾

〈責任官公実験氏名印)

日

様 式 二 臨時建築制限規則による眉書( 及び資材割嘗申請書)

1. イ居凶申 f育者の住所氏名又は名君事
収 入 印 紙 添 附 欄 都 道 府 県 草 官 公 磁 記 蛾 繍

ロ工事施工者又はそ
資言語材割強! を申

受 付
〔 骸 蛍 偲 ? にO

印を附す

の代理人住所氏名
ずる揚合は

と牧の欄入に50岡 築 記 長 諸 島 wr

2. 建築物等の政地の地名番聖書 の 印紙を

はると主
郡 部 l

3 建築物等の主要用途及び利用目的( 例位えば住宅なら 0 0工場努務者)

宅のように飽較するとと

市役所受地方付

事差益J ijf

市 理 食 災 都 市

4 工 事 鑑 別 新 築 有 吉 築 改 築 移 車 事 補 修

部 非理院災革路市

( 骸食文字を O で関むと と〉 新設増設i j ! c 痘

建 物 用 途 別

ふ 建 築 物 の 内 容 募 用 住 宅

イ建 築 物

町 村 役 揚

E是 漁 重R

周回 ｼ 棟ｼ戸 ｊｾ 共同住ｼ階 Ｑ］］ＱＵ 格治内容
受 付

局

共 同 住 宅

出

世前 駁重主主間F玩門員E川t ) 駁 商 議閉 事長草壁|桂 |外盛岡| 屋根 寄宿舎 、合 宿 所

昔事

賠 鱒 併 用 住 宅

作 業場併用住宅

分

I  1方支 111:1 I  1  

そ の他 併 用 住 宅

公 共 用 建 物

ｉｾｊ 締出の
工 業 用 建 物

以部
特 殊用途 建 物

ｾ要 そ の 他

5. ロ 附 平野 俊 傑

鮫 備
名 | 工 事 鑑 別 | 型 式 | 段 盆

事鯵 痘 そ の 他 の 事 項

6. 建築物等 に使用ナる 資 材

雪量 材 IfIl IlI /  ｾ Ｎｭ ｬｴＮ＠ /  
名 単 位 使 用 政 . 手 持 駁 危 害O蛍申情豊主量E

査定制官吉く官公嵐官E鍛禰)

1 木 材( 索 材) 石

建 2 釘 E主

3 セ メ y ト

"  
築 4 叡 精 子 平 方尺

6  

F日 6  

7  

上記 のil!i )) 届 ( 及 び資 材劉 嘗 申 務) を致 します。との屈の記蔵事項は事3置に相逮 あ P ませ ん。

昭和 年 月 日

届毒出事施( 工申者官官又3 者 氏 名 又 は 名 君事 EIl

知 喧喜 殿 エ はその代理人 の氏 名 印
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建設省告示第S54競

臨時建築制限規則( 昭和二十三年建設省令第二蹴〉

第十保第二項第二読の規定によれ建築物又は建

築物に附帯する設備を築遣し 、移轄し若し〈は補

修 しようとする者が 、許可を受り叉は届出するこ

とを要しな い場合を次のように指定する。

昭和二十四年七月一日

建設大臣 事 長 谷 秀 次

一、外線から メーター までの電気配線工事を し

ょうとする場合。

二 、ガスメ ーターの新設又は取替の? こめ工事を

しよう とする場合。

三 、延長五メ ート ル以内の鍛管を使用してガス

管を補修しようとする場合。

四 、延長五メ ート ル以内の鍛管を使用して水道

管を補修しようとする場合。

王 、ヌド管' から 止71 ¥栓までの給水管工事をしよう

とす る場合。

六. r私鍛」関係で左に掲げる建築物若し〈は

建築物に附帯 する設備を築造し 、移 轄 し、叉

は補修しよう とす る場合。

1 線路附帯設備のうち落石防止、な1:: れ止、

雲おおい、 車事てつ小屋 、て子集中摂置数所

2. こ締橋及びホッパ ーピ ン

3 前各競に附帯する建築物

七 、板硝子のみを用 いて建築物及び建築物の附

帯設備を補修 しようとする場合。

八 、茨鏑又は鏑山〈製錦、所を含む。〉における建

築物に附帯する設備を補修し又は左に掲げる

建築物若し〈は建築物に附帯する設備を築迭

し策し〈は移轄しようとする場合。

1. 鱗内施設

2 現場見張所等作業の準展に伴い移動する絡

設

3.災害防止の? こめの架空索遣 、鍛造又は軌道

等職送設備に附帯する保安施設

4. 鮪 きい底理に必要な危険防止施設

5. 雲害防止施 設

6 災害を受けに生産施設で緊念に復奮を要す

るもの

九 、石油試掘用のエンヂンノj 、屋、ポンフ刀、屋 、
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マツドプラン ト、 休憩室 、木工場 、物置. 宿

舎新し〈は事務所を築遣 し、 移 轄 し、 叉 lま補

イ時5しよう とする場合

十 、石炭採掘用のエンデ ンノj 、屋 、ポン フ" J、屋 、

マツドプラン ト芳し〈は休憩室を築造し 、移

轄し又は補修 しようとする場合

十一 、左の建築物を補修しよう とする場合

1. 圏実保存法( 昭和四年法律第十七蹴) に基き

文部大臣が国賓 として指定し f こ建築物

2. 史蹟名勝夫燃記念物保存司法〈大正八年法律

第四十四競〉に基き文部大臣が史蹟叉は名

勝と して指定 し? こ建築物

3. 1重要美術品等の保存に闘する法律( 昭和八

年法律第四十三競〉に基 き文部大臣カ ;J 重要

美術品として認定 し?こ建築物

十二 、臨時燈を設. りようとする場合。

十 三、常時居住の用に供 する建築物又 は建築物

の一部に於て居住用の? こめ櫓殺 しよ うとする

場合。

建設省告示第 ｓＵＵｾ 虐

昭和二十三年建設省告示第六十銃及び第七十一

抹は 、廃止 する 。

昭和二十四年七月一 日

建設大 臣 袋 谷 秀 次

建設省告示第S5S競

臨時建築制限規則IJ ( 昭和二十三年建設省令第二

就〉第三僚の規定によ り嘗諒業種の平均操業度

が著 し 〈低い?こめ 、工場又は事業場を築造しで

はならな い業種を次のよ うに指定する。

昭和二十四年七月一日

建設大臣 袋 谷 秀 次

一. ゴム及びゴム製品製法業( ゴムは生ゴム、

〈す・ゴム及びラテックス〉イ巳し自動車のタ イ

ヤー、 チュ ープ及び再生ゴ ムの製造業を除〈

ご 、革及び革製品製遺業

三 、勝及びゼラチン製造業

四 . 油脂製品及び塗料製造業

五 、特殊紡績業 六 、ガラ紡績業

七 、雑繊維筋績業 八 、特殊織物製造業

九 、ガラ紡製透業 十、 雑繊維製透業



十 一 、 繊 維 雑 品 製 造 業 十 二 、 メ リ ヤ ス 製 造 業

十 三 、 縫 糸 製 法 業 十四、 維 製 品 製 設 業

十 五 e フ ェ ル ト 製 法 業 十 六 . 帽 休 製 造業

十 七 、 製 綿 業

建設省告示第S57競

臨時建築制限規則( 昭和二十三年建設省令第二競〉

第三傑イ旦智によれ卒均操業皮の低い業種に属す

る工場 、事業場が経済安定本部綿裁の定める方策

に基いて、建設大臣の 許可を 受付築遣することが

できる 場 合を、決のように定める ω

昭和二十四年七月一日

建 設 大 臣 従 谷 秀 次

一、主務官際が稜明考案等により首該事業の生

産技術が特に 向上すると 認めて詮日月し fこ場合

二、主務官聴が経済安定本部綿毅の承認を得て

定める 基 準 に 従い嘗該 事 業 の 属 す る 建 築 物 等

の築澄を特に必要 k 認 め て 詑 明 しに場合。

建設省告示第S59按

臨時建築制限規則( 昭和二十三年建設省令第二鋭〉

第 二 十 五 僚 の 規 定 に よ れ 都 道 府 鯨 知 事 ば 左 に 描

げる建設大臣司の犠眼を行使することができる。

昭和二十四年七月一日

建 設 大 臣 主 義 谷 秀 次

一 、 規 則 第 四 傑第三 器 及 び第五 僚 第 一 項 に 該 賞

するものを除き建設大臣が規則第 十 三 僚 の 規

定によ 1) 指定安材の割常を決し 1: 場 合 に こ れ

が需要者筈IJ 官詮明者をす芝虫学する権限

二、建設大臣の許可権に属する建築物等の取 締

について、規則第二す三保第一項による報告

の聴取、臨倹若し〈は検査又は第二十四僚 、

附 則 第 二 項 及 ぴ 第 三 項 に よ る 違 反 建 築 物 に 謝

する行政底分の権限

註 1. 換然の貫生備並に冷房設備を含む

2. 各盟主内相互間の用途安更は手綴金要しない

3. 絶劉震でな〈相童話的な意味の少震である

4. 建 設 省 告 示 第 六 百 五 十 六 被

5. ｾ鮫省告示第六百五十七娩

(); 建 設 省 告 示 第 六 百 五 十 回 統

7. 建該省告示第六百五十九世主

用 語 の 説 明

建築物の用途に闘しては風俗管業取締法、技館

業 法 並 び に 食 品 衛 生 法 等 で 種 /.c: 定義されて居る

が . こ の 規 則 の 取 扱 に つ い て は 次 の よ う に 解 障

することになってゐる。

料 亭 、 待 合 、 貸 席 料亭、待合、貸席、料理殿、

Wi J烹毒事名稀の如何 を問はず客席を有し、. 妓その他遊

種革稼ぎ人を招致し若し〈は斡旋して容に遊興させる管

業に用る建築物

筒、とれらの業態に併せて軍基に料理茶aし〈は酒類及び

その他の飲食物を提供する場合も含む

特 殊 飲 食 庖 、 カ フ ヱ ー 洋風設備毒事の客席 を設け

婚女子を答除ーにはベら し酒類及びその他の 飲食物 を提

供 して答に遊興させる皆様に用いる建築物

舞 踏 場 、 キ ャ バ レ 一 般備を鮫けてパ y ド又はダ

Y サーをおき客にダ y スを享祭させる管業に用いる建

築物 なおこれらの事態に併せて飲食絞備を併置 し客

に酒類その他の飲食物を提供する 場合を合む

劇 場 、 映 書 館 、 寄 席 演劇 、狭頭 、演菌防を公衆

に見せる信号業に用いる建築物

集 曾 塘演劇、映街、音楽、懇談、曾合等

の用に供する建築物で奥行法( 昭和23年法律第137号)

及び風俗管業取締法( 昭和28年法律第四? 号〉の遮用

を受けないもの( 例えば公民館、空手働令館、同胞後察

合館、倶費総古事理手〉

観 覧 増 野球主主技その他スポーツ等を公衆

に事担質せしめる用途に供する建築物

展 覧 揚 物品 、そ の他を陳列して公衆に反

覧せしめる用途に供する建築物( 例えば博覧曾、展覧

舎、共溢合等〉

競 馬 場 競馬法( 昭和23年法徳第158鋭) の

遜用を受ける競馬場

競 輪 場 自 関 車競技法( 昭和2 H 年法律第

209) の適用を受ける自聴率競技場

舞 踏 教 習 所 パ y ド又 はダ Y サーのいづれもお

かないで、専脇の数師によるダ y ス等 f パレー、日本

舞踊を合む〉の敬授叉は研究の用に供する建築物

遊 技 場 設備を鮫け て容に盟主技( 例えば掻

球、まるじゃん、射的、バチ! / : : Z 、ピンポ y 、ローラ

Ｍｾケ ｆ ト 等〉をさ せる 管業 に用いる建築 物

マ ー ケ ッ トー僚の建築物内に集園的 に設けた、

庖舗で、生活の本織とするに足る要件を具備する居住

部分を併用しない建築物又はこれに準ずるもの
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軽 飲 食 庖婦女を使用して寄与を接待すると否

とにかかわらず、食糧管理法( 昭和17年法律俸制号〉

第二僚の規定による主要食糧及び、とれを関理したも

の( 以下「指定食」という〉以外の料理叉は酒類その

他の飲食物を客に提供する管業に用いる建築物( 規則

係四傑第一号の揚合においてはま間IJ 第二僚に掲げ る遊

興陀供する建築物は除かれている〉

喫 茶 底 婦女を使用して接待すると否 e tt:

かかわらず、酒類以外の飲物果物又は指定主食を原材

料としない菓子類を客に提供ナる管業に用いる建築物

放 館 一 日 を 車 位 け る 宿 泊料 を 受けて

容を宿泊せしｾる管業に用いる建築物

下 宿 屋 一 週 間 以 上 の 期 間 を 箪 位 と す る 宿

泊料又は室料を受けて客を宿泊せし占うる告警察K 用いる

建築物( 各戸毎に便所及び炊事揚を併有じない共同住

宅を合む〉

宿 泊 所 宿 泊 料 を 受 け る と 否 と に 拘 ら ず 、

人を宿泊せし占うる用主主に供ナる建築物で放館業法( 昭

和 23年 法 律 第138号〉の適用を受けないもの〈例えば

公共固体、曾罰土、エ揚等の察合、合宿所等〉但し! j < } 働

事基準法〈昭和22年法律事事49号〉に諺〈事業附腐寄宿舎

規定( 昭和22年労働省令官事 7号〉の適用を受ける寄宿

合及び 高島校 教育法 による暴校ｴｴＺｾ付属する寄宿 舎を除量

生活保護法〈昭和21年法律第17号〉による保護施絞及

び惟舎事業法〈昭和13生手法律第5¥¥号〉に主る簡易宿泊

所を合む

住 宅 専 用 住 宅 ( 居 住 の用途に専用ナる

建築物〉併用住宅〈居住と共に業務の用に供する建築

物 で、生活の本線止するに足ｾ要件を具備する居住吉事

分を有するもの、 ( 例えば脂舗併用住宅、農家、漁霊長

等〉但し規則修二保又はま間IJ 第 四 保 第一号に掲げる用

途 に供する 業務郊分を併有する揚令を除< ) 及f Y . 共同

住宅く一棟の建築物を使所及び炊事揚を併有する各戸

にm: 1 I 1 J し、階段、廊下等を共還にナ建築物〉をいう

新 築 新 た に 建 築 物 を 建 築 す る 揚 合 で 、

出冒築、改築、補修、移勝以外の工事( 解体育材等で新

たに建築する場合及び災害で滅失したものを再築する

揚合を合む〉をいう

噌 築 ー 携 の 既 存 の 建 築 物 の 験 地 内 で 床

面積毒事を槍力日ナるととをいう

改 築 既 存 の 建 築 物 の 金 部 又 は 一 部 を 除

却、解体して同じ用途のものをほど同じ規模檎溢でそ

の揚所に建築するとと、又は災筈等によって使用レ得

ない程度に磁領した建築物を修理するととをいう。

昭和二十四年七月一日改正臨時建築制限規則便寛

ffl 主主 JJI) 
築 遁 別 | 規 模 買0 事完止

F1 

届出 手ま質

備 考 i

許可 不要

' 一 - 一 一 一

新 築

1. 料 亭 、待合、貸席

際 増 築 m事

員Ij

2. 特 殊 飲 食 底 、カ 7 : < . - 。。
第 二 傑

事完

3. 舞 踏揚( 同教習所 を除< )

繍 修

キヤノマレ戸

用途重量琵

止

4. 劇場、映館館、客席

附 帯 政 側 | 床面積に関係な〈 第八僚第二項

1. 集 合 場 、籾覚揚、五主党主易 イｾ 100卒方米 をと えるもの

の類
新 築

口、使用資材

不

2. 競馬場、貫主給湯の類
木材( 素材 ) 120ぉ

3. 舞 踏 敬 省 所 セメント 2 巡 。 第四僚第一鋭

4. 遊 技 場

築

座延鋼材 300Jff;

要

5. マーケット

板 硝 子 200卒方尺

6. 縛飲食底( 前項1 . 2. 及び

のろちいづれかーをとえるもの

改 築
一 一

不

キャバレーを除< ) 100卒方米以下 Q  第六 僚 第 一 環

一 一 一 一

7. 喫 茶 信

移 車事

念 8. 放 館
補 修 床面積に関係な〈

。
第八保第二項

9. 下 宿 摩 附事普段傍

10. 宿 泊 所

間 夏 | 師 向 号1J: <  J  
1

0  

J  
|第六 依 第 二 項
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竺 業者の建てるも ヰ :rzJるもの |J 411t 孟

て…宅 峰崎:;;;- l-トiljLIT--

1  iff i十一目

ι Lr l  i  iol  i  !第六何

軒ii l- 関係な< 1  1  10 1  1  ;問項

ｾ一一一 ｬ 築 l

lJ  ;232F liJ 卜 面 積 に 恥 i  i  l  loi  lM第 二 項

J2-

易

住

1. 位 宅

( 農i魚家 を合む)

宅

省

用 途 限 l 床面積に関係な〈

4 5  



Fう

|所13 園愛の支鮮によらない

I  I  で 築 計 る 文 部 省 所 酪

|絡| の施政

(  2 を除< )

;; 自由土 |li lJl 立;

l  、 なく _  111 H  1… 二 項

li紋UE- Nl

-J - li f tEF-「HJl-12

1省γ ナ1Ej l::::::: !1 [17; !函
所

勝 13・ 病 院 診 療 所

Li l- 恥 ， 1  1  10 1  1内 第 二 項

新 築 ｉ ｾ 岬方米を超セニ ＭＱ 101  |  !  i銅像第二号|

i  1  1  1
0  

i  1:強 行

|  類 型口一 -LJ-E: E
ｼ一 ｾ 1  I  I  1  I01  
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Ｑｾ＠

エ1 1 . 操業度の低工場、

事業場

|揚

揚

1そ

( 建設大臣の指定ナる

業績)

2. 工場、事業揚

(  1 を除< )

!の1 1 . 英の他特定部門

|他

可

居

l  

新 築

1曾 築

改 築

移 車事

繍 修

附特設備

用途関東 |

新 築

1曾
築

移 車事

補 修

F付帯設備

床面積に関係な〈

床面積に関係な〈

床 面 積K 関係なく

100平方米を超えるもの

床面積に関係な〈

;  

{ 見書

0 1 0  

。
第八{ 傑第二項

後 更 | 床面積に関係なく I  I  I  I  10  

一品、以下 ー仁|二回ユ_I竺 竺|

五 五「両正間以7一一一一「i一一1-1-1す 一

i「一了一「下E広喜一
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菊1 築

第十僚第二項

出
3. 災筈救助法によるもの

棺 築

第一銃 ｾＳ
改 築

床面積に関係な〈
。

第二盟理- 4
不

移 車事

4  建般大臣の指定する 場 合

補 修

1-01--- '  

袈

附平普段備

用 途 慶 更 | 床面積に関係なく

都道府県系に属する際合、事務所の実震の項を除室、

何一、 4 牟期において築王監する娃築物の床面積の

総析が ＱＰＰｾ 方メートノレ以下又は使用する資材が

木材( 素材) 120石、セメ y ト2遜 、 歴 延 鋼 材 300li':li

望書し〈は板硝子300卒方尺のいづれかの l を超えな

い場合

註 1. i 330平方米を超えるものj の欄は、床面積が 3: W

平方メ戸トルを超える場合又は使用する資材が木

材{ 緊材) 400石、セメ y ト7路、歴延鋼材1趨若し

くは板硝子 1，000卒方尺のうちいづれかの 1 を越

える揚合

2. i 100卒方米以下」の欄は、不要不魚、住宅、厨

賓のヨ主事停によらないで築造する文部省所絡の施

量生、薬事法に主主〈官周到j 又は飯衰のための施設及び ( 筆者 ・ 大 阪 府 建 築 郁 指 導孫技師)

覧

和洋約 3. 000部を朝日ピル事務室に整理致しました。

御遠慮な〈御覧下さい。但持出しはお断りの事a

朝日ピル事務室は合議其他支障な量限り曾員各位の合

合にも利用して頂吉ます。利用される時は事務局へ連絡

して下さい。朝日ピル電話北首1 ( 1334- 9 

用手。

閲

室

書

務

園

事

建設業法解説附パンフレット出家

数告中の上記パ : ; 7 レツト今般刊行された。希望者に

は 1部主主料共 100同ーを添へ申込みされたし。既に申込

書耳の方も } OO悶御送金願います。( 振替大阪3HH75呑〕

戦后住宅尊重で建築協舎の曾合にも書抑おらず不便を感じ

てゐたが、竹腰曾長宇鴻池理事等の肝入りで、高麗橋

克/ 1 f ; 米山居邸の一部をお倍して特別有志の者を募りク

ラプ組織でm陽舎を設置する事とな P 昭和二十二年十

月} 日誕生した。爾* 本合の曾合に又合員個人の曾合

に利用され今日に至ったが、今般児島邸の都合で借用

するととが不可能となったので八月十八日吉兆で臨時

総曾を開催した結果、解散可否を議したが、従来の組

織をかへ形をのとして随時随所で曾合する司容に決議し

た。総合后余興として、あやめ池土族博物館の珍しい

土族等限賞、和然o々裡に散曾した。術本曾創立の際

起草委員として又j l : 婆役の一入として、ヨドクラプ貫主立

のために力を愛された岩尾保衛氏が故人となられ、此

席に見られないのが淋し〈感ぜられた。蛍日出席者1'1

十六名。

クラブ重陽曾線奮

j  i  - ・大卒板製造販貰並ニ

日本又レート梯録審制大阪互場

工事請責

大阪市西淀川1m千 船 東 二 丁 目 二 三 番 地

電話淀川 (47) 0888 ・ 18日9 ・1908番

大阪市西淀川軍側町二丁目一五四呑地

電 路 淀 川 (47) 1 0 8 1 ・ 1 0 8 2番

商工場
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に

結

晶

号

、

1 毒事 丹 下 健 三 東京都世田谷区成妓田J 716

浅 田 を H  目黒区中緑町206

大 谷 幸 夫 H  港区赤原青山南町5045

木 村 住 図 "  千代回国富士見町1014

2 等 山下霧車ｾ i 1 主計事務所東京支罰土

東京都千代図区丸/ 内2丁目 8番地

仲主主 12 銭 信 6 滋

3 等 荒 井 寵 三 者密演市中区千代崎町2 ノ 71

童日手口建築設計事務所

4 9.  



審 査 評 岸 田 日 出 万

一、本競技設計の特殊性

区本競技設計の企劃は原乎』暴露の洗砲を受けてから滞四

ヶ年をま塁た卒和記念都市B豊島を象徴する記念的遁径を封

議員としてゐる点・で特殊の深い怠義を持ってゐるばか P で

な〈競技設計の内容そのものも従来のそれと大いに趣き

を異にしてゐるととがまづ注意される。卒和記念館の建

物だけであるならば、それは在来の建築競技量生計と何 b

の差異もないものだが、本主主主主絞昔十は般地三高七千五百

坪 ρＭｾ 継を平和記念の公園として昔十隻しその遁書官の位置 ｅ

に記念館宇記念容を臨するといふ綜合的なものである。

験地が奥へられて、その上に所定の目的担問E をもった建

築物を計盆設計ナるのとは、かな ll! 歩手がちがふ。謹閥

的な奥索と建築的な要素とをよ〈開平田させ tr. 砂ればなら

ぬ L 、更にまたその全体の記震計賓が周聞の都市街釜的

勝要素とよ〈調和適醸しなければならぬといふむづかし

さがある。 ul 募者の苦心もそ ζ にあったと思ふのだが、

審査に蛍つでも之等の点の優劣等差の列定に多〈の苦心

が錫tまれた。

二 、 審 査 経 過

審査は際島市役所で行はれた。七月二十五日午後折下

北村、岸国の三審査員よ担金感; ! I ) ; 園祭百四十除点につき

Z設備鑑査を行v . 、約四十点を審査候補として選別した。

本審査は翌二十六日午前十時から同所で開昔、商事軍記査審

査員病無事長席の他、会審査員出席し、折下審査員を審査

員長に催し、午後五時迄健室審査に食った。前日のJ 3 ! 傍

5 0  

3  害事

鑑査で選別に洩れた案も、更に会審査員入念に見直し二

三の祭を審査に殖すととにした。

三、第一失審査

際設備鑑査を遜過した四十段点につき慎重に比較検討L

合盟主の上十六点を選別した。との十六点につ章、ど 白んな

方法で審査を主主占うるペ垂かに つき協議 に 入 P 、斧回審査

員登曾して次の順序方法を提案した。まづ( ィ〕十六点

中よ P 各自最事与と思ふ祭を三点記入投察する。( ロ〉一

等候補はその得票再僚祭の中相どある筈である。

との順序によるとと h し、まづ三点を記入投票した、得

票をかち得た案、官十八点( 最高五察最低一察〉

四 、 一 等 選 別

修一次審査で得票をかちえた八案につ室、各審査員忌

慨な〈意見の交換や討議をしてから、各自最善と認める

案一点を記入投票した。得票結果は、第一位四察他は各

一索。因みに投票者即ち客ー査員は比の時六名であヲた。

遜牟の四葉をかちえた案を一等にするととに全員異議な

〈、 E葉集を一等に決 lI>た。

五、二等三等及び選外住作選別

一等を除外した残りの七案につき一等選別の場合主同

じ方法で一点を隠入役察。第一位の遇牟ｾの四票をかち

えた祭を二等にするととに全員異議な〈、骸祭を二等K

Zため? と。一、ニ等のニ案を除いた残 P六察につ輩、右主



'関ヒ方法でー点を記入投察し、最高三点を得た案を三等

オ亡決めた。

選外佳作は毅備鑑査を走塁過した四十量生点の中から際〈

自由に選ぶとと b し、それぞれ五点を合携によ P選 ん だ

とれ・で審査は一旗すんだのであるが、東京で受けた厳

募集の号ち板1 " 額面等に貼 P つけた園祭が五点あ官、丸

めて携行出来なかったものが未完まだったので、本自の審

査は俵審査といふとと与し、五点到着のよ改めて最後の

審査をずるとと h した。二十八日朝i 1H資したので、伊東

関村雨委員はすでに隊庚後だったが、量ｾｯｬＡ＾全線 ｅ 委任を受

げてゐたので、その徐の老年套員金部出席して、とれら五

点の祭を僚審査ずみの路案と慎重に比絞し、その号ち一

案は三等の債依あ P と留占うて俵審査の際三等であったも

のを窓外佳作とし、 更に他のー祭を選外としたので俵審

査の時選外佳作だったものが除外される結果となった。

六、ス選諸案評

〈イ〉一等〈丹下建三他三名集コ

本案のす守れた点v立、その全体の配置昔tl l が、周閣の

鶴市計霊的な榛要索とよ〈繍和遜取してゐる点でるる。

との種のー岡地の配置計重に償つては、まづ其勅をどう

するかが、基本的な問題のびとつで極めて重要である。

そしてとの輸の正しい双方は周閣の都市計霊的跨要素と

の関聯において決定さるべきものであ P 、との点本祭は

巧みな解決案を提示してゐる。原子燦E鼠洗躍の記念的な

ー残 骸 で あ る 元E霊祭奨m館一一郊にはとれを取 P 携ふのを

よし止する鈴もあるやろだが、とれは昭和二十年八月六

日の活きた記録としていつまでも後世に残 し 侍へるべき

ものであるととを強〈と h に主5 ! したい一一本公闘計費

で縫めて重要な要索のひとつであるととは元安川を越し

たとの飛地の一小m : 域内に針愛されてゐるととに依つで

も知れよろ。育米道路に冒する愈地境界線の中心、と ζ の

元産業奨廊館とをつなぐ・と、それは百米道路と障害直角を

なナ。との意書を主軸として獄窟の建建物宇関内務施量生を

酒E置骨十重したととに一等祭のまづ大きな特僚と長所がさか

られる。

〈演〈見通せるやうになってを P 、中心軸上に配された

際溜の庚揚を越して、公園略中央に紅のやうな豆大な記

念ア F チが建つ。扶頂には五つの平和の鑑が吊ヲである

が、 ζ のアーチを越して川越しに逮〈元産業奨励館の倫

雪量的な残骸を望むグイスタの効果をねらった、本家のl t I "

重量はたかなか非凡である。記念ア F チ以北の官官分の留賂

その他の計査にすとし未熟の点もあるが、その理路整然

たる計釜性は周閣の都市計量的跨要素とよ〈遮感慨和し

ており、管痘物の遁形窓匠もまた創怠に満ち、本案がー

毒事の祭位をかちえたのも決して偶然ではない。

本 2震に於て私が稼然としない唯一のと正は、その平和

記念アーチの構想である。とのアーチの鱗怒は、本計蜜

だけについていへば、その巧みな斡のと P 方と相まって

効果的であるが、その構想が他の先例とあま P に 軌 を ー

にしてゐる点で、本案の濁創性に- 1 ; まの暗い彰を投じて

ゐはしないか。昨年設表されたアメ F カのセ Y トルイ真

に於ける西部アメ 9 カ開宣査の先願者トー. . . . ; ; < . ・グエ 7 ア

ーソ y を記念する記念事手建計受の競技量生計で一等をかち

えたェ ーロ・i I " - !I ネ y の祭( 一九四八年四月のアーキ

テタチユヲル・レコード誌及び三月のアーキテタチュラ

ル・ 7 オラム誌参照〉で、豆大な紅の如きアーチを勇敢

に架け渡した濁露目的な構想をすでにま〉れわれはよ〈知っ

てゐる。審査前にとの額の記念アーチが鮫多〈肉て〈る

だらうとは、重量期してゐなかったわけではないが、 mJ t

に審査の童話象として直面すると、感情の蹴絡を禁ヒえな

かった。だが ζ の種の構想を目して他人の意匠をヒヨー

セツしたものと断ずるだけの勇然を、芳よは正直のととる

もってゐない。記念碑にオ ｾＡｉ スクのを立てるの類とみ

て、 ζ のアーチの放に本案を一等にする債依なしとは主

ｾした〈なかった。それにしてもサー Ｙ 本 ｹ の濁創には

大きな敬意を表したい。三等の案にも、同じ構想のアー

チが使つである。

〈ロ〉ニ等( 山下霧島B建築事務所祭〉

本案の特徴は、昔日念館正記念壊とをつなぐ・紛のとり方

にみられる。との車自の後定には、一等祭のやうな深い君主

援は別にないゃうである。記念塔を元安川の河流中に窓

卒和記念公闘は百米街路に近〈横に長 t 配されてゐる て、との点からお斧に直角の線を引いてそれを勅とし、

記念館をどの位置に配するかは短めて慎重の考慮を要ず との斡上に庚揚と記念館を iiil したどけのものである。乙

るが、本案のやうに百米街路と近< 7 ア ザ 戸 ド を 菌 せ し の務分が本計重の中心的な要素とな p 、古米街路に商す

めるのが適切な祭であらう。もし園内奥深〈溢ナるとき る部分は公闘の単なるー側面をなすに止ま P 、ごの主要

はそれにi 1H脅するまでに長い草路を必要とするから、そ 街路と公国政地との有複的関聯性は、あま P 深〈般討さ

れだけ公園としての落ついた環境が害されるとと h な P れてゐない。作者はおそら〈か〈するととによって意識

またその駐車揚の配援等にもいろいろ支隊が出て〈るの ・ 的に公園と主要街路とを遮断し、他の市街地主別天地を

で あ b 号。績に長い二階建の卒和記念館 の 中 央 部 分 は 開 なす隔離された 幽主主の一廓を形成しようと窓閲したもの

いた列柱廊となってゐるから、百米街路組1 ] から図内は主主 主恩ふ。庚島は水の受かな都市である。との水を公聞と
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因みに一等案はとのＧｦｪｾ宙審査では二票を得て八集中五位

だった。

ゃっ三等( 荒川龍三集〉

記念館百米道路からみて駿地奥深〈毘ずる案はかな p

多'かったが、との種の案のろちでは、本案はよ〈まとま

ったものである。飽念館をか〈奥深〈配すれば、自動: 車

路を会闘の奥深〈まで若手入しなげればならぬので、公聞

として怒っきがそれだけ答されるとと h なって好まし〈

ない。記念館の前方に記念アーチがある。ジエ 7 アーソ

y 記念碑と同じ構想で b るのは、一等案の場合の稼にi 穆

然としないが、同じ構怒でもー毒事案の方がはるかに効果

的である。アーチの前に隣接があ P 、とれら一連の施設

の中心執が百米遭絡とかなりの斜角をなしてゐるのは、

どろいふ線操からであら弓か。そと隠は何の意味もない

やろに思へるが、元産業奨脇舘の建つ飛地が、ホ y のつ

けたりに扱はれてゐるのも他の多〈の祭主同じ宇与に一

考を裂する。とれは現地視察に惑まれなI かった多 4 の感

募者としては、止むをえない ζ とだったかもしれないが

それら ι の祭主比較ナる色輩、一等案のす守れた点が λ け

い印象づけられるであ b 号。

選 外 佳 作

何 ら か の 点 で 特 徴 あ る 宇 弓 な も の を 、 殺 傷 鑑 査 を 湿 っ

た 四 十 点 の 中 か ら 五 点 選 ん だ 。 そ れ ら の 詳 し い 批 評 は 省

略する。

( =- )  

関聯して工 P 効果的に活かそろ正して、記念塔を河流の

中に建て、とのあた P を建築的な施設の中心、にしたのは

本案の良い特徴のびとつである。その着想は仲々非凡で

あるが、会閣の中だけを考へて河流を越した聖母斧の混! J i

をあま P深〈考へてゐない憾みがありはしないか。とれ

ほど重点が置かれた ζ の- ! 壊の童話岸は、現在都市計量Eで

は河沿ひであまり際〈ない道路に面して込じかに室長屋の

締比が設恕される普通の市街住宅地区なのである。

百E念館のJ f 面に立ち、際いきもちのい弘j { 場を越して、

垂れいな水の元安111 の中に立つ趣きのある記念塔を眺め

るのは、確かに快適であｅ＾ Ｍ う ー 。だがその余Ｉｊｾ賢〈ない河

流の肉ふ側に立ち並ぶありきた P の住宅群を想像してゐ

る。せっか〈整った美しいグイ: : x . i l ' も. との住宅苦手で制

P切れぬものとな qはしないだら号か。本案の構想を充

分に活かナ震には、記念塔の建つ河流の野洋にもそれに

相癒するやうなかな P 大 量 な 際 揚 な P 線 地 が あ る 事 が 望

ましい、だが現貨の針蜜にはその様な重苦熔施設がないの

だから、本案も貧現の壌には、さほどの効果は接げえな

いであらう。公閣の中だけを考へて周囲の都市計霊的な

言者施設が余 P よ〈考へられてゐない宇号に思はれる。

重量還を走塁。過した十六点の中から、各審査員三点を逮fEl

e投察したとき、得票集八点のうち、本3震が計五票をえて

首位だった。各自とれはと思ふ三点を逮認する場合には

首 位 を 占 b た本案も、一等を目標としてー点を記入投票

ナると首位であ P えなかったととは、審査方法の複雑さ

とむヲ' / J . .しさが、そとによ〈提示されてゐる宇ろに思ふ

それで手を、洗' 0 - 、口を威吹いでしかる後に蹟奔するのであ

る。その手水鉢のそばに注意札〈ノ F チス・カ F ド〕が

立ってゐた。

「飲んでもかまいませんj その清水に闘する限り、政府

が責任をもつで、衛生献隊演であるととを窓味してゐる

が、ひしゃ〈のほろは消毒しな〈てもよろしいのか@

「外入の草Eた日本人」主 P 。

験

「手水鉢」はどんなプロ v !il J} アの日本人の家庭にも

ある。「てふづを使ふ」といふ。とれはとの様な意味を

持つ。洗面と便所。

或る紳宮の奔殿 o.か た わ ら に も と の 手 水 鉢 が あ る 。 大

きな石器の「手洗v - j でわる。清水がまんまんと滋えで

ある。木で作ったスプー シ( ひしゃ< ) が添へてあ) J .  

試生帝

家のタリー= ング

甲骨古家屋が新築同様となる美索工事

* 新築家屋にお手入のい b ぬ 奨 索 工 事 請 負

* 石 ・ タ イ ル 洗 浮 工 事

建 築 潟 翼

日本建築協舎御用命

長B失庄

オヨ乙

荷司事 所業

大阪市東軍瓦町〈堺筋) 三和ピノレ三階

電 倍 新 町 @5 7 7 7容

工素美

橡 弐

含量土

ユニヴアース ｾｏｃ ヱ華社

大 阪 市 南 区 笠 屋 町 四 番 地

電 路 商 ③ 0 2 4 0 番
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曾 務

大 丸 展 賓 行 委 員 曾 一日以后屡々合合、中野、 d、

林、大丸側委員等出席 前反に関する材料集l段、プヲ y

及原稿作成八日一同大丸現場に歪 P 指若手展示を彩った

常 任 理 事 曾 二 日 定 例 曾 於 分 室 、 鈴 木 一 幸 主 針 、 議

木正一主昔日、星際費編集各理事及大和常務理事曾合

役員曾提出家を協議した。

主 記 曾 四 日 定 例 曾 於 分 室 、 池 田 、 大 下 、 尾 崎 、

西山各主肥理事及常務理事合合、常任怒事曾定例を四

日に主犯曾定例日をニ自に痩更の件、朝日ピル及分室

舎館借室料値上の件、宅島員委甥財政問題、事業問題、

定数改正問題等協議した。

住 宅 委 員 曾 五 日 於 靭 日 ピ ル 、 中 灘 、 西 山、小林、

致問各宅島員及常幸喜理事凶席、大丸展覧舎の件]Ji. 燦 瓦 議

建物の耐震問題等を協議した。

編 集 曾 七 月 二 日 以 来 鮫 回 曾 合 、 九 月 以 降 編 集 事

さ員協議した。

器筋7 パ ー ト 住 宅 居 住 の 体 験 座 談 曾

七回目晦目、筆ケ崎府管共同住宅脅柳館三階六号室に

て開催、府住宅保松山技師、居住者小林清、森下濡太

郎、 d幌五郎、池田由紀乎路氏、中野、星編集理事及

大和常務理事前席、 ‘3定際体験を跨ったが其内容は別項

の遜! ) t 主上重量隠として霊童表した。

定 例 理 事 曾 八日朝日ピル事務所、竹族令長、妹尾

監事外十五名出席、借室料値上承館、仮寝耳建材審査委

員合設置決議委員別項の如〈委帰した。伶主記一任に

なってゐた災害委員 Ｒ 走行政委員養甥 ｚｏｾ 買の混 ｐ 承認、

音量而主配一任になってゐた事務局規定改正別項の遜P

決議した。合員詮衡別表承認、代願人受除講習曾開催

の件を勝決しJ r 行方大下、諸君原主記理事一任した。害者

報告事業委員、合綬遇、阪念婦人廿四時間E玉、合勢委員

合事業経過、建材都合、地震針策委員合経過、合髭を

八月か b 一目玉豊行に改善した事等

こ れ か ら の 住 宅 展 八 日 展 示 を 終 P 九日から十四

日迄開催、別験展覧犯の湿り廃合であった。

財 務 、 事 業 連 合 曾 委 員 曾 十 一 日 正 午 於 朝 日 ピ ル

事渡所、東畑、鈴木一幸、菅谷各主計理事及常務理事

等出席. 街々協議の結果合主主改定を断行ずる司王を議し

夫々の祖霊闘にはかる事とした。

曾 勢 委 員 曾 十一日於分室、科回副委員長、山本、

中野外委員出席、八月及九月見患の事を協議した。

教 育 委 員 曾 八月十二日 2 時30分大丸水曜 P ヲプ室

で文化講座開催。中野委員司令、 E待問京大助敬授ヱ官事

西山卯三氏約一時間、とれからの住宅につき訴事演、聴

衆約1 3 0名。同十三日午前十時間室にて同じ〈中野餐

負司命、盟専問大谷女等小林清氏約ー時間. 住宅の新傾

向につき鱗演* - 患者約 100名 . 爾11とも質疑感答あり

IA合鍵に終了した。

建 材 、 技 術 郡 連 合 嘗 八 月 十 三 日 二 時 於 大 丸 曾 君 主

室、とれからの住宅展出品の建材各首土並住宅、敬宵繭

委員並大丸側委員約30名出席、大林1 I ' J曾長選参のs 大

和常務理事代ヲて本iiit 覚舎に劃する協合側の随意を漣

ベた後、中野委員司令の下に本反覧曾の感想と滞家の

希箆につ主座談合開催、 2曇 考 と な る 有 恕 畿 な 意 見 提

出、玉音后に波多野大丸建築相談所長のat 辞ぁ p 、回時

解散した。 終 って運委した大林関l合長は大和理事と共

に大丸側幹郎に夫h 挨拶した。

技 術 者 制 度 委 員 曾 八月十三回 1時 ~ 時 於 朝 日

ピノレ事務室、大林悶含畏タト委員八名尚席、音量而辱合、

協合、士4君、業界の四舎連合の下に審穣中の貌術者制

度問題は採る臨時議倉に提出されるのてす象定のた b 本

日再審・議した。その結果を賞夜上京の弁上酎曾長に托

し辱曾側に漣絡する事とした。

建 材 技 術 部 連 合 曾 八月十六日正午、於靭日ピル

石11 { 、波盟主爾設計事務所長並青木東洋洋瓦枇長外建材

業者十名出席、資材に闘する爾者の窓見交換あ P 非 常

に有窓重量であった。

災 害 委 員 曾 八月二十三日於朝日ピル事務室、大下

理事沼口、高橋以下委員 B名出席、委員長互選后、司E

薬分機及以后の事業方針を議し? と。

園 書 議 渡

SweeVs Archi 加 ctur l¥l Cat a.1ogue 1922 年限

上記手字書 j ) dl ログを穣渡致します。債格等詳細の点は事

毒事局長宛御問合下さい。但し一知限放先務順の事。

資 材 購 入 希 箪

本合合員にて下記費材購入方希望しておられる方があ

P ますので、御関係先にて紹介あ P ました b 釜念、債格、

納期、品穏等詳細: 本合事務局長宛御連絡下さい。

商品名、. . . . . . ，! : ，I キ及ボイル泊等約10官接

以上御連絡御間合民主市内東区京箱詰三丁目七五

大林組ピル西隣大医建設命館三階

紅 圏 法 人 日 本 建 築 協 合 分 室

電 話 東 @8 6 1 - 6
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「附友ケｾの継物」

本容は池関谷久官、小川由一両氏の失望Eになるもので、

史践に富む加太町及び友ケ烏を方日大粟烏紳量土と役行者今

岡光大師とのト F オ物誇を中心、としての力日; たの町の随所

にある有名、無名のＮ￦Ｎｾ費にＺￆｴて有の鐙の侮訟を主として

編んだもので、イ中 h 興味深〈桜まれる容である。

「史蹟の加太友ケ島」
旋斡

約 232:坪

互キ自

ｾ行所は高島屋出版部で慣絡は Ｑ 普 ＱＵＶＰ 闘である。

紹 介

さきに出版された肉趣意の下に今回本年 7 月版として

係2号到鶏しました。四六倍板、約260頁 貸mな研究が

満蛾されてゐる。本合図書室に備付あ P 御 利 用 あ P た し

第 二 号日本建築畢曾研賓報告

23才

賞授の時にある日本の住宅問題は決して建築それ自身

の問題ではない。住宅問題は安本主義社曾に必要的に起

る矛盾の結果であって、その根源を緩除せづに決して解

決は出来得ない。

「建築を図民大衆に基盤を置〈需土令民主 h 義 政 策 」 を 提

唱ナる日本語土曾織と、 「住宅を人民のための住宅に」と

官ふ日本共産集の佳急政策をと h に耳o 上 げ 、 そ の 詳 細

な政策重量表を企商したのであったが、置土曾li の 原 稿 が 期

日に聞に合はづ次号に廻す事にした。

八 嶋 氏 の 「 集 合 住 宅 と そ の 生 活 」 杉 本 知 事 の 「 膝 下 の

住 宅 問 題 」 は 共 に 先 方 か ら の 御l寧意によるものである。

「鎗筋共同住宅に住んでみて」の童話談の褒表形式は失敗

であった。相手方が多人駁のため、座談曾の形になった

が 、 乙 う し た 形 式 は 吾 々 も 勉 強 す る 必 要 が あ る 。 総 し 熱

心 に 御 怠 見 を 出 し て 下 す っ た 出 席 各 位 、 特 に 小 林 氏 の 御，

厚窓に感卸する次第である。

新 建 築 紹 介 三 つ 共 に 吾h の 常 に 親 し い 間 の 進 歩 的 青 年

建築家の作品である。

，，" ; 有名建築貫主計者告知板 H よ り は 、 時 代 は た し か に ニ

廻 腐 は し て ゐ 志 。 ( 餐 員 妃 〉

後 記

土地家屋自白渡斡庭、求職、採用其他合員相互のた ll>何 卒

本欄を十二分lニ御利用願います。

術秘密をｾずる事項 ｩ ま責任をもって守 ｐ まナ。

御蓮絡は事務局長宛貌反容でで御願いしまナ。

建 築 乏 祉 曾

第 3 0 輯 第 9

J i 債1部 金40副〈皇室料共〉

昭和24年8月初日印刷・昭和24年甘月 1日後行

競

本 建 築 協 曾

建築患研究合の編纂せるもので内容は次の遜 P 。

1、 近 代 建 築 に 於 け る 古 典 主 義 森 同 慶 一 2、建築的な

るもの、井島勉 3. 現代議形文化の傾向について 向

井E 也 4， 建 築 史 阜 の 進 む 路 村 田 治 郎 5、建築とそ

の 議 術 革 扇 関 信 6 、 建 築 現 象 患 の 構 想 杉 山 億 三

7、繊筋コ y タ ! J - ト 界 所 感 寂 静 雄 8、耐震鈴の際

問 題 石 崎 溌 雄 9、 室 内 空 然 の 根 本 問 題 石 原 正 雄

10、 新 材 料 の 行 方 小 田 文 夫 11、 現 代 理 想 都 市 鎗 西

山 卯 三 債 格 は 1 部 200回

重量行所 大 阪 市 東 淀 川 区 南 方 町720

橡王女合量土 内 外 出

令紹籍

日

書

祉閤法人

「新建築の展望」

0 土地譲りたし

市内酉m; . 江戸羽南遜五丁目

。家屋譲りたし

京 都 市 左 京 区 松 ケ 崎 放 地52坪 附 平 家 建 延15坪

京都市崎原口 取 地100坪 附 二 階 建 延 約45坪

料 戸 市 花F同町 型投地48坪附中二階庖舗附住宅延31坪

0 求 婚

女 子24才、 33才、求婚者あり。

建築家燭を求める、父祖E建 築 家 の 子 女 あ P

O求 職

今 宮 校 建 築 科 出 身41才。 関 商 工 業 建 築 科 出 身21才

議 商 工 幕 建 築 科3年 在 感 中 24才 同 校 卒 業 22才
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大 阪 市 東 区 北 滋 三 丁 目 七

印 刷 人 井 上 聖

大 阪 市 東 区 北 滋 三 丁 目 七

印 刷 所 児 島 印 刷 株 式 合 意 土

水 銀 燈 焼 付
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堂 ピ ノ レ 前 西 入

天 満 公 共 職 業 安 定 所 前

堂島膏第異工業所

管 路 扇 舟 @3375容
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